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明治 県小学校教員の学習露出
一一教員罷盤書によってみる一一
Academic Careers of Primary School Teachers 
in Saga Prefecture of Early Meiji 
日ironobuIKUMA 
lまじめに
明治 5年(1872) 8月発布の「学制jによ
る小学校が開業すると， r小学校設立伺Jが各
学毘から県へ，さらに文部省へと提出された。
その設立侮に添付された教員履歴書は，学制
期の小学教員の実態を示す有力な資料である。
を用いた研究として，海後宗阻，
林三平，名古屋大学教育学部仲研究室による
先行研究がある(1)。 も佐賀県(当時は長崎
祭の佐賀媒域)で明治9年 (1876)，10年に作
成された教員履麗警をもとに，教員の実態に
ついて若干の考察をしたことがある(九
ところで，学制期の小学教員といえば，そ
の大半は，江戸時代後期から明治初年にかけ
て，藩校，郷校，私'家塾で学習した!日武士
麗か，在地の知識人である。これらの学校や
私 a 家塾，寺子屋などでの教職経歴をもっ者
も多い。 i日武士や在地知識人の{慰からみてもヲ
小学教員の職は，彼らの学習歴や教職躍を生
かずに，もっとも適した職業の一つだった。
そう考えると，教員履歴書は!日武士や在地知
識人の学習歴，教職歴ラ職務歴を知るための
有力な資料であり，これほど多人数のものが
わかる資料は地にない。しかし，
をそうした側面から十分に利用した研究を寡
闘にして知らない。
は上記の明治9年， 10年の履歴書の記
述に依拠して，明治初年の藩制@学制改革期
から蕗藩置県を経て「学制j施行直前までの
郷学校やIj、学校の存在を明らかにしたことが
あるが町履歴書の利用としては断片的なも
のにとどまった。
そこで本研究では， を総
合的網羅的に利用し，小学教員という枠だけ
にとどまらず，広く小学校教員を輩出した!日
武士層や在地知識人の学習経歴，教職経歴の
…端を明らかにしてみたい。
ただし，学制期に限っても は約
12 生潟
400人分あり，さまざまな側面からの読み取り
や分析が可能なので，分析や考察は後の機会
にゆずり，震雑ではあるが，学制期の教員履
をできれば現存分全部， した形で提
示することから始めたい。そうするとスペー
スが多く必要になるので9 本稿は当時の第6
中学区(のち第8中学区)の 7郡， 170人分の
を掲載する。
と
小学校設立伺や履歴書提出の基礎となる
区について概観しておこう (4)。
佐賀県で「学制Jの規定に従って中学区ヲ
小学区を設定したのは，大難明治6年11月で
ある。この時は県内を 3中学区745小学区に分
画した。 1小学E互の規模はほぼ人口約600人を
しており(平均639人入学昔話の規定に
照準している。この中 a小学窓は明治8年は
じめまで続いたが，あまりにも機械的に分画
した杭上案で，ほとんど機能することなく有
に終わった。
明治8年になって混乱していた療治が安定
い地租改正作業や「学制jの施行が本格化
した。そのため，同年3月，一般行政区画の
大幅改正が行われたのに続き， 5月，一般行
と全く同じ分麗法によって，中学毘・小
学区の分E惑が行われた。これに対する文部省
の抵抗があったが，県はこの分画法こそもっ
とも現実牲がある，として押しきった。その
さら
明治9年4月に校賀県の大部分
一部が魚崎県に分割統合され，
8月にはj日嬢域全部が長崎県に一
括統合されてからも続いた。ぞれが完全に崩
れたのは，明治12年9月のf学制j廃止， i教
信
育令j公布に{半なって，翌日年から14年にか
けて9 町村単位の学区が設定されてからであ
る。明治8年から10年までの一般行政毘と
rKとの関係，長崎県への併合に伴う大区・中
学区番号の変更を示したのが表(1)である。
次に，学制期の佐賀県(1日佐賀県域)の教
をみてみよう。全照的にみると，現
存状況は表(2)の通りである。
佐賀県域の「公立小学校設立伺j文部省提
出は，大半が明治10年， 11年となっているが，
その原警が各小学区から県庁に提出されたの
は，表題や文章の記述内容から推定して，明
治9年後半から10年前半までである。しかも
それらの学校はほとんど明治7年から 9
かけて開校済のものである。
住賀の乱が勃発する明治7年1月までに，
佐賀県から35校の開業願を文部省に提出した。
35校はその後統廃合や改変，校名変更などが
あったにもかかわらず¥明治10，11年の設立
には文書が見あたらない。また，明治 7年
以降の新設校の設立伺が文部省に提出された
ふしちない。
以上のことから推測して9 明治7年1月ま
でに を提出していない学校，以後に関
業した学校について，明治9年から10年前半
に各学毘から一括して県庁に設立伺を提出さ
せ、それを整理清書した上でラ文部省に提出
したのであろう。従って，どちらにも設立伺
(開業願)と教員履鷹番がないのは，何らか
の事情で資料が散逸したためであろう。ただ
し，学校数に比べて教員履歴書数が少ないの
は，当時授業生が多くあり，彼らの履歴書は
添付されていなかったためと考えられる。
表(2)のように，全照的には教員履歴書現存
佐褒i黒{長崎県!B伎繁議滅〉一般行政区と学症の変遷
( 明治 8 生存~10年
明治10年 (長崎県)
大区 : 中学区
(明9. 9) (明10. 6) 
第40大区 : 
(小区の : 
し)
第41大区 : 
(向上)
こ区 ; 
第37大区 : 
(向日
第38大区
(向上)
13 明治前期佐賀県小学校教員の学習絞(1 ) 
(佐賀県)明治8年
名
資
章受(1)
郡
8 
中学区
(小学区の
変更なし)第42ブ
(向よ:)
第8
中学区
(同上)
第39大区
{向上)
第36大区
(向上〉
第 7
(向上)
第10 ~ 
14小学区
第 8中学区
第15 ~ 
18小学区
:第6中学区
第四~
23小学区
:第8
第 1 ~ 
12小学区
第7中学註
第 1 ~ 
6小学区
7中学区
7 ~ 
11小学区
第 1 ~ 
5小区
第3大区
1 ~ 
4小匹
4大区
第 1 ~ 
5小区
第5大託
第1 ~ 
12小区
第8大区
第 1 ~ 
8小区
7大区
第 1 ~ 
5小区
埼
???
宇中
???
城
I溺校ミ
?
杵
浮藤
小学校設立偶及び教員履控室撃の現存状況表(2)
数は，明治10年の教員数の50%あり，かなり設立南@
学校数
明治10年
しかしヲ地域的な嬬在がの率に達している。
(1日第8)中学区松浦郡が75%の6 ある。
8 (1日第6) 現存率に達しているのに比べ，78 141 
中学区は38%程度である。
は，詑述の精確さとい
う点、で問題がある。事項発生の年月日，校名
などについて記癒違いや誤記があり，
さら
153 
20 
76 117 
事
42 
397 
234 
また，148 91 198 104 
など18学校名と改正学校名を混用している，
(とくに地このように，の点である。
418 
* 20 
50.4% 
(52.8%) 
211 
域偏在性)，精度的な隈界があることは否めな
829 321 
? ? ?
いが，教員履震警が史資料として使用価髄を
もつことは雪疑いえないと，思われる。
65.7% 
*は明治 6年の履歴書
( )の現存率は明治6年を含む
14 生馬寛{言
ニ、{左賀県域内の学校
rI戸時代後期から明治時代初期の佐賀県域
内の学校は，表(3)のようである。これについ
て概観Lておこう (5)。
幕末から明治維新期にかけては，時代の大
きなうねりの中で，学校の改変， f自長が激し
カミっfこ。
佐賀藩では，小城@蓮池@麗島の 3支藩も
含めて，早くから組織的な教育機関を起し，
それを整備していった。ヌド藩の学校「弘道豊富」
は，天明元年 (1787)に創設され，天保1年
(1840)には藩士一統を就学させるように大
拡張された。本藩士への就学強制は徹底して
おり， r藩士は元般の後，事故ありて内生たる
を得ずとも，蒙養舎の教育を受けたる事なれ
ば，鍋島家中には，一人の教脊を受けざるも
のなきに至るJ(6)と9 いわれる程だった。 3
支藩には輿譲舘(天明7年.1787年創設)，成
(延享年間.1745年頃創設)，弘文館
政生存関.1790年頃創設)があった。
は3支藩とは別に，本藩内に 3支蕃に匹敵す
るような家車問@知行地とそれについての自
治権をもった親類4家と親類同格4家があり，
それらは大配分層と呼ばれた。各大配分層は
(知行地)に自分遠の家来のための学校{邑
校)を設けた。教育史用語では郷学に分類さ
れる学校である。それらの中でも多久家の学
校「東原淳会Jは元議12年 (1699)に創設さ
れラ教育組織も充実していた。現在では長崎
県の島原半島や長崎謹入口に知行地をもっ遠
臨地の家老も，表(3)のように もってい
寸>，_。
住賀藩は西洋学や西洋科学技やllJ・箪事技舗
の導入にもいち早く取り組んだ。天保 5年
(1834)創設の震学校@好生舘は，間もなく
欝法匿を導入。それが独立して天保1年に欝
されると，総合的な西洋科学技術3
研究が開始されヲ本格化して，応用学，
技術研究へと発展していった。糟糠所や海軍
の創設などはその顕われである。さらに，積
極的な海外情報の収集を通じてオランダの国
力の衰退と蘭学の限界を知ると，敏速に英学
研究を開始し，慶応のはじめ，長崎に英学校@
致遠館を設けた。
こうした教育の成巣はヲ幕末諸藩随ーと称
される科学技術とくに軍事技舗となってあら
われ，また，明治以降の日本の近代化推進に
活躍する有能な人材を多数輩出した。
高洋的な軍事力をもって参加した戊辰戦争
を契機に，佐賀藩は，倒i幕の中心勢力の薩@
と立主ぴ称されるに至った。
明治と改元し戊辰戦争が終結すると，住賀
藩は藩政改革に着手，明治2年3丹には
治規約jを制定。 4丹には藩内の大配分欝が
版籍を奉還し，知行地と家箆留が本藩に一元
化した。従来「家中Jと称えられた藍臣(本
藩士)も， r何々家家来Jと称された陪臣国も
問じく「藩中Jと称され，藩政府に統轄され
ることになったのである。箪事編成も大!謙
一中隊一小離の洋式編成となった。
版籍奉還はなされでも，実態としては上級
家臣簡は存続しヲ団結あるいは国，軍団と称
ーする組織となった。白石，久保田，川久保，
村田，諌早，武雄，多久，須古，神代，深堀
に加えて神埼団が新設された。 に団
結，留とあるのはこのことである。
藩制改革に伴い学制改革も実施された。
明治2年3月の f藩治規約」では教育行政
明治前期佐賀県小学校教員の学習歴(1 ) 
表(3) 江戸時代後端~明治初年 佐賀県域内の学校
15 
喜善・家・色名
同.守〉 校
く藩 学 校〉
名
明治、4年8月~
5年9FJ(学講日発布後)
??? ??????
? ?
????????
↓↓?????
??????
?
??
????
?????
???????
???
???
?
佐賀本藩 1・明義堂(江戸漆邸) x 
・大野原学校(城下北方) x 
(口) [医学]好生書官
付 [関:1さ]磁学寮 × 
ぷ) [海家]船子穣古所
制 [英学]致i童館(長崎)ム
〈郷学(大配分の学校)>
自主iI 白石学校
類
好生館~(中断)→好金銭→| 好生館(明治18まで絞り
く随結の学校(毒事の統制を
受ける)> 
議早小学校
多久持軍学校
武雄郷学校
須古郷学校
EJ途j京 (苔聖子， 子申埼f]j)
母3鶴月T(務長崎県) → I (神代)
謹申笈(現:長崎洛外) → I (深堀)
-， I白石燃l学校
貌 i久保田 j思済館 →|久保郎郷学校
川久保 I(イ)知方館(口)郷学校 →|川久保郷学校
村 教毒事所
H 竺!存空空空!i1¥.有明 ト
書長平 i好古宮古(攻長崎然)
多久!東原F事会
毅 ・ 3村に3分校あり
需!武雄 l身教館
格 i須古[ミ三 j芝生霊
く語審 校〉
蓮池x落成主義館→育英
'x'E交 鋭機正予
鹿島支潜 弘文鎮
く最善 校〉
勝 j挙議事 経遊館
志道館 (;1、笠原氏の代)
輿言葉書官
対馬落泊代領!東明滋
[O主義喜E霊燥の霊訪き]
佼望号藩 ・ 小城毒事
E草島語審 ・ 月議主事務
慈治藩
対潟藩
志 i遊館
橘葉医学館
明 4. 洋学警喜一ゅ~学・耐鐙祭 → 
→ I J衰明書富郷学校か
x 
x 
蕃学校(明6. 4廃止}
五:1:(ヨ小学校(明5.9県望者溌止)
久保悶小学校( 向上 ) 
川久保小学校( I可 ヒ ) 
つ
多久小学校( 向上
武雄小学校( 同上
須古小学校( i河上
R遼!京(苔野)
小学校( i苛 Iニ
? ? ?
(私書室}
志 遊 館(明5. 告号室廃止)
橋梁医学館(明5. 9磁廃止)
英学・樹恒祭(明5. 9頃廃止)
(不明)
明治4年7月1113 明治4年1月14日 明治5年5月初日
佐賀・小城・蓮池
鹿島・唐津・厳!反
祭→ 伊夫f専1県 → 佐賀県
主 1段落学校取誠j，I佐賀県教育史 第し 4巻J，I教員履歴謬Jにより作成
16 主 );1'!， 
組織と学校の改革を予定し，藩校弘道館を「文
武学校jとしている。当時の藩政府文書では，
同年3月までは弘道館のことを と
したり， i学校Jと記しているがヲ何年4月か
らは「学校jに統一し，新しい学校組織に沿っ
て教職員の任免を行った。新しい学校組織で
は職名は教議ラ教導，察長などとなった。ま
を新設し，初等生を教導する
を小学寮と改称した。さらに翌明治3年11月
には「譲治職制Jが定められたのに伴って，
教職名を大白中 .IJ、寮監と改称した。
は，維新後藷学寮は途絶え，長崎の
英学校致遠館も外人教師ブルベッキの上京で
閉校した。かわって明治2年8月，佐賀の学
校内に英学を主とする蕃学寮(蕃学校)が開
校した。
大配分層の領地(邑)に設けられた邑校(郷
は，大配分層が関結(図。箪盟)に改編
したのに伴い，明治2年終り
令で f何之努1学校J(たとえ
藩からの指
多久郷学校，
武雄郷学校のように)と改称した。職名も全
学校とも教毒事，副教導，幹事，大@小寮監に
れ，一種の藩立学校となった。
明治4年7丹118，箆藩置燥が断行されて
察が成立すると，性質の学校は中学校，小学
校ラ蕃学校，医学校の4組織となった。ただ
し， 小学校の名称は廃藩寵県のすこ
し議から袈用されていたともいわれる。各郷
も小学校と改称した。こうして，形の上
で比性質察内各地の小学校，佐賀の中学校
という階梯裂の学校?節目度ができたことになる。
といっても， 1年後に「学制jが発布されて
く一新することになったので，
した形跡もはない。
小城，蓮地ラ鹿島の3支藩の学校にも変転
があった。
は譜代大名の転封が激しし藩校
は発達しなかった。最後の小笠原氏の代には
芯遊館が設けられたが，同校が藩校らしい体
裁をもったのは幕末の最後期といわれる。
津藩ではむしろ，在地武士や!日波多氏一統の
流れをくむ世襲制の麗， 医者などを
対象とし と呼ばれる民間の漢学塾が発
した。
幕末期の小笠原家は譜代大名として幕開の
重要ポストにあったため，維新後藩1隠滅の危
機感は強かったが，学制改革はなかなか進ま
なかった。ょうやむ明治4年の廃藩罷祭の
少し前になって，東京から東太郎(後の高橋
是清)を迎えて英学の酎桓寮が開校した。
以上のように，維新後は各藩の状況にJiiSじ
て学校制度に大小の変転があった。しかし，
明治5年8丹に「学制Jが発布され，公費支
出が廃止されると，ほとんどの学校が廃校し，
私塾の形で残った学校もうやむやのうちに溶
滅した。
以上のように，幕末期から明治初年にかけ
て，学校制度や組織，校名，職名の変転は激
しい。こうしためまぐるしい変転のなかで，
本稿でとりあげた教員履歴書は制度，組織，
校名の変更を必ずしも正確には記述していな
い。できなかったというべきであろうが， I自
校名で新校名を記したり，逆に新校名で!日校
名を記すなど不統ーである。本稿に掲載する
にあたり，原則として履歴書原資料の記述法
を生かそうとしたが，そうすると，学校の連
続，非連続や変遷がつかめない。迷ったすえラ
部分的には筆者が改訂した。しかし筆者自身
明治前期佐賀県小学校教員の学習歴(1) 17 
にも迷いがあり，不徹属@不十分な点が多い。
掲載の際のより適切な表記法，表現法につい
てはラ今後の検討課題としたい。
去、第6
6中学区内の教員履歴書の所在状況は表
(4)のとおりで，学区によって偏在している。
文部省への設立伺ヲ教員履麗警は，佐賀県
「明治行政資料jに次の簿冊が残っ
ている。
長崎県編「各学校設立伺j明治10年
向上 「各学校設立伺j 同と
同上 「各学校設立文部省向指令j
明治11年
向上 「学校設立文部省関御指令」
向上
向上 「第七中学区各小学校設立伺J
向上 「第八中学校各小学校設立伺」
向上
各小学校区から県庁へ提出した設立伺の原
はヲ佐賀県庁文書庫にヲ「学校設立伺 明治
9年jのほかに 3冊が残っている。ただし 9
原書があるのは文部省提出分の一部である。
明治6生存の開業顧と履歴書はヲ上記「明治
行政資料j中の， r官省進達御指令留原書 明
治 5年以蜂第五諜J，r官省進達明治7年
1月2月分Jなどの簿椅に鰻り込まれてある
中から摘記した。
ヱド稿に教員履歴書を掲載するについて，次
のような要領で改文した。
(1) 校名，事項は原文を生かすようにしたが，
統一的理解をはかるため筆者が一部改文し
た。
表(4) 第S
1 . 設立伺@
小!小 i 明治10年 教員績摩書
言区 j学校数:教員数学校数!教員数
佐賀郡 (40大区)
1 I 1 I 8 54 I 1 2 
!4$2;申 9
2 2i 8i 19 なし( なし
313 1 21 1: 2 
4 I 4 I 7 20 I 1 2 
5151 5: 11 なし: なし
6 1 6 1 4: 10 1 4 : 10 
7 I 7 I 7 20 I 7 13 
8 I 8 I 8: 18 I 7 : 9 
9 L 9 失(R4;7
小計 52 : 158 
神埼郡
10 I 1 I 7 30 I 1 1 
牢 1 '寧 4
11 I 2 ! 7: 15 I 7 15 
12 1 3 1 6: 18 1 . 6: 16 
13 I 4 I 7 21 I 7 18 
14 I 5 I 4 ; 6 I 3 ; 5 
小計 31 : 90 24 : 55 
三根、養父、義勇孝
15 I 1 I 10 : 19 なし: な
1678一1234 一一一687一，.一 一167 なし67、;l( 一一な一1し5 5 一
小計 31 : 69 I 13 : 30 
一一一一一一一ム一一一
小城郡 (第39大区)
19 1 1 1 5 14 I 5 14 
20 I 2 6: 21 I 1 : 1 
寧 1 牢 2
21 I 3 I 6: 18 I 3 : 3 
本牢 2 本* 9 
5; 19 事 5 ;事 5
5 : 8 I 5 : 5 
巴四郎，..回 目【司自由占.，_司
27 ' 80 I 14 ' 23 
i 本 6 本 7
牢事 2: *牢 9 
141 : 397 I 76 : 153 
申告;牢 20 
1 事牢 2 事事 9 
所在家 53.9%: 38.5% 
(8).3"/0) : (43.6%) 
*は明治6年の開業綴い，履援護によるもの
**は開業願いはあるが，教員については名前
と族籍のみのもの
( )内の所在率は明治8年のものを含む
18 生路支{雲
(2) 事項発生年丹の表記は筆者が形式を統一
した。
(羽生年は原文記載の年齢から筆者が逆算し
て出した。 1*00年生まれかjとあるの
は，就学時期から筆者が生年を推定したも
のである。
(4) < >内の学壁 e職摩の通算年月は原文
による。
}ま
(1) 海後宗臣『明治初年の教育j評論社，昭和
48年。
名古慶大学教育学部仲研究室，代表仲新「東
海地方における近代学校の発遼J
愛知県教員履歴欝調査報告 げ名古
屋大学教育学部紀婆第10号j昭和38年12月。
「教員養成における近代化過程とそ
の限界性J(石川謙編『現代教育と伝統J講談
社，昭和42年。
(2) 生~寛信f佐賀県における小学教員の形成j
(井上久雄編『明治維新教育史jS-)l1弘文館，
昭和59年)。
佐賀県教育史編さん委員会編 f佐賀県教育
史第4巻通史編(1).1佐賀県教育委員会，
平成3年，第1部第3章の生馬担当部分，第
7節「教職員(2)教員の実態j。
(3) 生馬「明治初期における佐賀の学制改革
一一廃藩寵祭前後の動向一一J(r佐賀大学教育
学部研究論文集第37集(2).1)1990年2月。
(4) 生馬「明治五一八年における佐賀地域近代教
予ぎの形成J391~400頁(長野選編 f佐賀の役
と地域社会j九州大学出版会，昭和62年)。
前掲 f佐賀県教育史第4巻j第1部第3
筆中の生馬担当「第 1節佐繁県における近
代教育の発足J。
(5) 前掲 f佐賀線教育史第4巻j第 1部第2
主 近代教育のあけぼのj参照。
生潟 f佐賀藩弘道館の教育J(f学校教育研
究所年報36j1992年5月。
明治維新後の学制改革については，前掲，
生潟「明治初期における佐賀の学制改革J。ま
た，高官掲f佐賀県教育史 第4巻"1，第 1部第
2主主中の生馬担当ヲ第3節「明治維新後の学
制改革l。
(6) 弘道館教識を勤め，のち『鍛島直正公伝j
全 6巻を編集した歴史学者久米'Fs武の回怒
(佐賀祭教育会編『佐安県教育五十年史j上
151頁，昭和2年)。
(平成4年8月28臼受環)
明治前期佐賀県小学校教員の学習歴(1 ) 
表(5) 第 5中学区 (佐賀郡，神埼郡，三根君s.養父郡，違憲購郡，小城郡) 小学教異議盤
位置
生年
りの時期 学習の場所(締涯名，学校名入学務内容 く通算年数〉
[磯肢の関殆~終わりの時期 職業の種類(とくに教職歴) く通算年数〉
(学習肢，織肢の時期はjl_i3礎年(元号年)で示すが，西暦年の一上2桁18は省略)
第 6 !:Þ学産第 l 小学毘~9 小学誌(第40大区第 1 小区~第 9 小区)
1小学区 (第40大区第1小区)
1873 (明治6)年10月開業綴
(明治9年の設立伺はない。参考として明治6年10月の家主童舎開業の履援護をあげる)
相良瀬養 士族 1825年(文政8)生まれ
50年(姦永3) 5月 喜善命で江戸に遊学，幕府鰭宮古賀譲一郎へ入門漢学研究
51年5月~悶年11月<l年8月〉 幕府望室主主諸生寮入寮，漢学研究
[52年(嘉永 5) 3 月 ~55年(安政 2) 10月 佐賀漆学校(弘道館)教磯勤務付年)]
[55圭ド 4 月 '~61 年(文久 1) 5月 藩山方勤務<7年)] 
[61年 5 月 ~66年(慶応 2) 11月 学校(弘道書官)教職勤務く6年>] 
[68年(慶応 4) 4 月 ~72年(明治 5) 4月 学校教戦勤務<4 年〉。その関係年 4 月~1l月，奥羽戦争出陣]
[72年 9 月 11 日 ~73年(明治 6) 1月31日 佼賀県(伊万援県)11等出仕]
②千住虎吉 士族 1842年(天保13)生まれ
50年(姦永3) 2 月 ~65年(慶応、 1 ) 藩学校で漢学<15年〉
[66年(慶化、2) 3 月 ~73年(明治 6) 11月 学校教職勤務 <8年〉。その内68年の 1年奥羽戦争出張]
③大限定泰 士族 1846年(弘化 3)主主まれ
52年(嘉永5) 3 月~67年(慶応 3 ) 藩学校で若葉学研究<16年〉
[68年(慶応4) 1月~肉年12月 学校教職勤務]
l … 治制一1υ山)川1…
[何69主年手(明治 2) 9 月 ~7η3年(明治 6) 7月 学P校教車職義勤務(一時斥{候渓と兼務)汀] 
④安住湾八 士族 1847年(弘化 4) 2丹生まれ
54年(安政1) 2 月 ~67年(慶応 3 ) 藩学校で漢学研究<14年〉
[68年(明治 1) 8月~同年12月 藩学校教職勤務]
[68年(明治 1) 12月 ~69年 5 月 毒事主鍋島直lE京都上京に従う]
[69年(明治 2) 9 月 ~70年 2 月 学校教職勤務]
l [ロ一7[71生年手!バ:治4り) 8 Pl ~72年月 教勤務 1年8月〉汀] 
。務蒙舎(のち啓蒙小学校) 佐賀市街呉服町 1873年(明治6) 8月潟業願い
(明治9年の設立何はない。参考として明治6年10月の務蒙舎開業の履歴書をあげる)
①森熊三回 士族 1837年(天保8)生まれ 養父郡白石名住
44年(弘化 1) 3月 佐賀豪華主会(弘道館蒙養舎)に入学
50年(嘉永3)8月~ 藩校教諭大蔵惟精に従学
52年(嘉永5) 毒事校に寄宿(，佐賀中学校ニ寄宿J)
54年(安政 1) 肥後の木下主義太郎に寓学， 1カ年
19 
20 主 潟 信
l M(明治3)2月
[71年(明治4) 7月
白石郷学校磁教毒事兼小幹事を命ぜられる]
佐賀中学校(元弘道館・学校内生寮)大寮監を命ぜられる]
②執行愛之介 士族 18384三(天保吉)主主まれ 佐賀市街片岡江名住
(学習時期不明) 車場事誕)l1.:r二従学スル1]カ年
~72年(明治 5) 9月 佐賀元小学校(元弘道館・学校蓄電養舎)小察監泰織]
③渋谷時介 主族 1839年(天保10)生まれ 佐賀市街精名伎
(学習期間不明) 藩学校 (1元中学校関学J)，大圏惟精へ従学，数カ年
[71年(明治4)8月25日 小学校(元弘道館・学校蒙養会)中寮監毒奪戦]
④副島重雄 士族 1845年(弘イヒ2)生まれ 佐賀市街片伺江名住
52年(華客永5) 8月 佐賀務校霊友餐舎入学
60年(万延1) 1 月 ~68年 4 月* 佐賀毒事校内生寮に寄宿
[68年{明治1) 2月~ 佐渡小学校(当時は弘道館豪華主舎・学校小学寮)副教毒事試補勤
務]
[71年(明治4) 8 月 ~72年(明治 5) 8}ヲ 佐賀中学(元弘道館@学校内生寮)寮監勤務く1年1月>J
⑤多伊良文{乍 士族 1846年(弘化3)生まれ 佐賀市街鬼丸名{主
(学習英語間記述無し) 藩学校 <1元藩中学校J)で文学，数学
[69年(明治2) 10月 ~71年 7 月 佐賀毒事勇方嫁機導，館主要所小可令など勤める]
[71年(明治4) 7月~ 中学校(元弘道館・務学校内生寮)小苦笑監を命ぜ、られる]
木原小学校 佐賀郡木原村 1876年(明治9)10月設立何
①重松春香 * 1818年(弘化1)頃生まれか
26年(文政9)~ 森下総太夫にさ在学入門，後坂本範左衛門に築学
27年(文政10)~ 弘道館九恕祭出席，漢学
30年(天保 1)~ 弘道館拡充局並び、』こ和学寮出席，皇漢学，
38年(天保9)~ 
[ 46年(弘化 3)~ 
[48年(姦永 1)~ 
② w村 {設さん
39年(天保10)
46年(弘化3) 
52年(霧永5)~ 
江戸落邸に主人が5カ年夜勤中，毒事邸内の明書き堂に文学出席
佐賀城下町方寺街教毒事所教部勤務
佐資城下町方岸川街教導所教師勤務
* 1831年(天保2)援さとまれか
弘遊館修業館入学，その来童書養合出席
弘道館内主主察寄宿， (嘉永3年より長崎港外深場者寄焼2カ年詰
め)
再び弘道豊富!当主主寮3カ年諮，出精昇是主，その後同校拡充局出席
第2小学箆 (第40大区築2小区) し
第3小学区 (第40大区築3小区)
佐賀郡鍍媛村 1876年(明治9)1月開業願い
士族 1852年(嘉永5)生まれ
(産量応1) 10R~69年(明治 2) 12月 多久家学校に寄宿，漢学研究 <4年〉
1 月 ~71年 5 月 i段資藩兵士重経験]
明治前期佐索擦小学校教員の学習歴(1) 21 
75年(明治8) 10月 ~76年 2 月 士族池尻勝輿』こ従い洋算研究 <5月〉
②聖子中光媛 士族 1830年(天保 1)生まれ
50年(嘉永3) 6 月 ~55年(安政 2) 4月 うち 4カ年半，弘道館内内生寮答綴，漢学研究，安政1年出精
界透。残り 1カ年c't，長崎港外神ノ怠，伊王島台場議望書む く6
[55年~75年
月~く数カ月〉
第 4番小学区 (第40大毘第4ノト区)
C 犬(労:)愛小学校
ヰ1~ 午次郎 士族 1839年(天保10)主主まれ
57年(安絞り 3 月~69年(明治 2) 12月 蓮池漆学校育英館に寄宿ヲ漢学修業<13年〉
~72年(明治 5) 6月 育英館学職。剣術磁教的兼務]
② 田中 日ミ之助 * 1853年(嘉永6)額生か
61年(文久 1) 3 R~76年(明治 9) 5月 重松支二その他につき漢学修業<15年〉
第 5主義小学区 (第40大区第5小区) 教員履歴書無し
第 6番小学区 (第40大区第6小区) 1878年(明治官) 10月 ~12月
活泰樹小学校 佐賀郡藤の木村
CD 三好 実効 1852年(華客永5)生まれ
59年(安政6) 4 月 ~62年(文久 2) 8月 弘送館蒙養会出席，漢学
62王手 9 月 ~64年{元治 1 ) 京喜怒に遊び，漢学 く2年11月〉
64年10月 ~66年(慶応 2) 8月 再び蒙養会出席し漢学研究の後，返舎
66年 9 月 ~67年(慶応; 3) 2月 毒事命を泰じ崎陽(長崎)で砲術研究
68年(産量応4) 5 月 ~69:年(明治 2) 9月 弘道館拡充局出席，のち内主主寮に宅害総漢学研究く2年4月〉
69"ド 11 月 ~71年(明治 4) 2月 E諸島幸喜作に英学と算術を習い，のち佐賀務藩学校に転じ71年2
[71年 2 月 ~72年10月
72年11月 ~74年 4 月
月退校(1'干:.3月〉
陸兵]
東京に出，静間燦人山本久燃に英学と算術を習うく1年9月〉
②古瀬徳太郎 士族 1853年(姦永6)生まれ
68年(慶応4) 5 月 ~71年(明治 4) 2月 弘道館(明治2i手6月頃から「学校jと改称)で漢学
72年6月~73年l1R 原口愛次郊に漢学
76年(明治 9) 2月~同年5月 佐賀変質日中学校開業により漢学
。淵小学校 佐賀郡籾村
①大城純高 士族 1832年(天保3)生まれ
42:年(天保13) 2 月 ~44年 7 月 稿!京丈之進室主へ通い漢学研究
44年(弘化 1) 8月~級生手(嘉永2) 1月 大野原学校で漢学と算術<4年6月〉
[49年 2 月 ~70年(明治 3) 12月 国老鍋島氏文武側勤。この間同人について江戸に登る]
[70年 4 月 ~I司年 8 月
70年 2 月~3 月の 2 カ月折衝隊拝命]
久保E日間団庁掌拝命<5月>] 
22 生，~寛信
②副島道豪 1858年(安政5)生まれ
68年(慶応4) 3 月 ~72年(明治 5) 7月 夜、遊館蒙養会出席漢学く4年5月〉
72年10月~75年(明治 8) 12月 古賀精蔵の主義で漢学 <3年2Jヨ〉
76年2月~同年5月 佐賀変異せ中学校に寄宿し漢学並びに数学 <4月〉
O 若宮小学校 佐賀郡若宮村
① 弁ヒ 勝継 * 1855年(安政2)頃主主まれか
62年(文久2) 3 月 ~70年(明治 3) 8月 弘道館言葉養舎出席漢学<6年5jヨ〉
70年 8 月~72年(明治 5) 3 B 1佐賀務海主在学校に入り英学く1年7月〉
72年3月~何年 8B 佐賀県の蒸学校(洋学校)で英学と算術く8カ月〉
72年 8 月 ~73年10月 潔から東京遊学を申し付けられ芝新銭座の近藤真琴主主塾その他
で英学並びに算術<I年2月〉
② 中野 誠互玉虫日 * 1846年(弘化3)領生まれか
59年(安政6) 2月~何年8月 弘道館内拡充局で漢学
59年 9 月 ~62年(文久 2) 3月 弘道館内生寮で漢学く3年1カ月〉
70年(明治3)2月~向年1月 佐賀務学校 (1日弘道館)内生寮で漢学<10カ月〉
③中川弥志磨 * 1855年(安政2)頃:生まれか
62年(文久2) 3 月 ~68年(明治 5) 5 B 弘道館蒙養舎で漢学 <6年3カ月〉
57年(慶応3) 7 月 ~68年 5 月 <11カ月〉 相良頼、警に和漢学
68年 6 月 ~69年(明治 2) 12月 木原隆忠に和漢学く1年6カ月〉
70年(明治3) 1月~向年8月 私2ちで和i奨学学習 <8カ月〉
70年 9 月 ~71年(明治 4) 4月 佐賀議事学校 (1日弘道館)寄宿，和漢学く8カ月〉
72年(明治5) 1 月 ~76年(明治 9) 2丹 原田穣興，木原隆忠，および私宅で手{]漢学
76年2月~ 佐賀変刻中学校に寄宿
o il号尾小学校 佼望号郡高尾村
①問中五郎助 士族 1837年(天保8)生まれ
47年(弘化4)9 jヨ ~53年(嘉永 6) 10月 車場瑳助(澱}l1)家撃で漢学く8年1月〉
54年(安政1) 3 月 ~55年(安政 2) 3月 弁内季別室長選きで経学<I年〉
55年 4 月~56年(安政 3) 12月 弘道館拡充局出席，経学<1年9月〉
②宮部作之助 士族 1852年(嘉永5)生まれ
58年(安政5) 2 月 ~65年(慶応1) 4月 弘遂稼事実重量舎で漢学く7年1月〉
67年(慶応3) 2 月~68年(明治 1) 10B 弘道館内生寮寄宿，武富文之助その他に漢学<1年9月〉
70年(明治3) 2 月 ~71年 6 月 前山清一郎に漢学<1年6月〉
72年(明治5) 7 月 ~75年 2 月 木原隆忠に和漢学く2年8月〉
③白山賢擦 士族 1856年(安政3)生まれ
65年(慶応1) 2 月 ~69年(明治 2) 6 f:I 弘道館霊安養舎で漢学く4iド5月〉
69年 7 月 ~70年10月 弘道館内生寮で漢学<1年4月〉
71年(明治 4) 1 月 ~75年 8 }ヲ 古資精蔵家識で漢学く4年8月〉
第 7小学区第40大区第7小区
明治前期佐賀燦小学校教員の学習暦(1)
①副島元徳 ま:族 1825年(文政8)主主まれ
31年(天保2)~ 
41年(天保12)~ 
54年(安政 1)~ 
[60年(万延 1)~ 
弘道館蒙言受会出席，漢学
弘道館内生寮寄宿，漢学
佐賀藩精煉所で精煉術及び洋算稽古
当村生徒取り立て]
②神代十郎 平民(出兵経歴からみて本来は士族か) 1841年(天保12)生まれ
幼少の頃 車場環JlI私塾へ寄宿し漢学研究，その後弘道館に寄宿
[70年(明治 3) 8 月 ~71年12月 佐賀溶小隊司令東京出張，熊本鎮台i機管長など兵役]
③原 武格 士族 1841年(天保12)生まれ
(学習時期，鎖倒記述無し) 車場事草川家数寄宿
[65年(慶応1) 8月~ 川久保学舎文学心選]
[69年(明治2)12月~ 川久保郷学校小幹事寮監を命じられる]
0:坪上小学校 佐賀郡長瀬村
①鶴田仁静 1850年(嘉永3)生まれ
58年(安政5) 3 月 ~63年(文久 3) 12月 弘道館豪華事舎出席く8年〉
68年(慶応4) 2 月 ~I湾年12月 弘道館拡充局出席
68年(明治 1) lOR~70年(明治 3) 12月 弘道館内生寮寄宿 <3年〉
74年(明治4) 6 月 ~75年 8R 洋算稽古
。坪上:小学分校 佐賀郡東高木村
松永市之助 * 1846年(弘化3)墳生まれか
61年(文久 1) 3月~ 弘道館拡充局出席中出精界逮ニ相成候
[70年(明治 3) 1 月 ~I可年 12月 学校史生を命じられ，護庫兼務]
。金立小学校 佐賀郡金立村
①高岸一光 平民(本来は士族か) 1849年(嘉永2)生まれ
幼少の頃から 弘道館で教脊される
68年(明治1) 3月~向年5月 長崎で英語学修業(佐賀藩立英語学校「致遠館Jか)
69年(明治2) 3月~同年12月 佐賀藩海築学校で英学修業
② 福岡 兵吉 :士二族 1855年(安政2)生まれ
61年(文久 1) 2 月 ~67年(慶応、 3) 11月 弘道館蒙養舎出席<7年〉
68年(明治 1) 2 R~69年lOR
70年(明治3) 8 月 ~71年 4 月
72年 5 月 ~75年 2 月
76年(明治9) 3月~河年6R
。仁慈小学校 佐賀郡尼寺村
小出清芭へ随学く2年〉
佐賀務学校 (1中学校J)寄宿く 2年〉
瀦関市兵衛に随学 <4年〉
佐賀変則中学校に容積
①犬塚徳四郎 士族 1848年(姦永 1)生まれ
幼少の媛から(学習時期・期間記述無し) 弘道館で教育される
[69年(明治2) ~71年(明治 4 ) 東京に出兵]
[72年(明治 5) ~73年(明治 6 ) 渡部喜左衛門家芸誌に診て授業をする]
秀島行成 (士族か) 1851年(姦永4)生まれ
幼少の頃から(学習時期・期間記述無し) 弘道館で教育される
[68年(慶応 1) 2月~同年7月 奥羽戦争に海箪護衛命ぜられ，主要艦隊春で出兵]
23 
24 生)i!i;覧 fぎ
③ i今回義洋 土族 1851年(嘉永4) 
幼少の頃~72年(明治 5 ) 弘道館で教育され，漢学，数学を研究
73'手(明治6)~75年 j諸問市兵衛に従い漢学研究
。久池井小学校 佐賀郡久池井村
芝草野連 士族 * 1848年(嘉永1)頃主主まれか
55年(安政2) 3 月 ~60年(万延 1) 2月 弘道館蒙養舎出席
60'年2月 ~63王手(文久 3) 5月 蘭学を命じられ，喜語学寮寄宿
O 泉小学校 佐賀郡上和泉村
①香月栄明 オ:族 1827年(文政10)生まれ
幼小の頃(時期。期間の記述無し) 弘道官官事警護会出席
45年(弘化 2) ~ 
[58年(安政5)~ 
遊学のため江戸桜田屋敷内の明書事堂に寄宿し漢学務古中，出精
界達し53年(嘉永6)帰国
主義村にてきま学生徒取り立て]
②副鳥炭之助 王子民 1857年(安政4)生まれ
幼少の頃(終期・期閣の記述無し) 弘道銭外生寮出席
2) ~ 当村郷学校出席()川久保郷学校か)
4) ~ I中学校J(元弘道館 a学校内生寮)寄宿ヲ文学及び洋算稽古
!滞家し，文学及び洋算稽古
8小学区第40大区第8ノJ¥毘 1876年(明治9)12月
鍋島小学校 佐賀郡鏡島村
儀[司自日 三:族 * 1847年(弘化4)頃生まれか
(文久2) 3 月 ~65年(慶応d) 12月 弘道館拡充局で漢学く4年〉
佐賀郡長瀬村今泉重喜一守』こ漢学く3年〉
今古賀小学校 佐賀郡久留関村
資雄 士族 1846年(弘化4)生まれ
(嘉永6)~61年(文久 1) 小城語審学校
61年~63年(文久 3) 佐焚務士大関委子兵衛並びに原五郎左衛門に従学
64年(文久4) 湾び小城藩学校』こ帰る
69年(明治2) ~71年 熊本県土族上回休兵衛，木下小太郎に入塾
71年7月より 鹿児島終等遊歴し漢学研究
②間代童数 士族 1856年(安政3)生まれ
66年(慶応2) 2FJ~71年(明治 4) 12月 小城藩学校で和漢学 <5年1月〉
72年(明治5) 1 月 ~76年 3 月 佐賀県鳥渡扶緩に和漢学く4年3FJ>
。森田小学校 佐賀君15森関村
①東大九郎 平民 * 1850年(嘉永3)頃生まれか
62年(文久2) 9 月 ~64年(元治 1) 9月 久保田家学館寄宿，漢学
64年 7 月 ~70年(明治 3) 4月 佐賀藩医学校妻子生館で翻訳修業
70年 5 月 ~73年(明治 6) 8月 好生館でドイツ原審並びに洋算術修業
73年 9 月~74年(明治7) 1月 長崎でドイツ人に従い語学
。戸田小学校 佐賀郡東山田村
明治前期佐賀県小学校教員の学習摩川)
① 深堀 経太; 士族 * 1848年(嘉永1)領主主まれか
63年(文久3)~66年(慶応、 2) 好生館入学長つ佐賀毒事土馬渡嶺雲にi笈学く4年〉
67年(慶応3)~68年(明治 1 ) 好生館寄宿<l年〉
68年 ~69i手 弘道館内生寮寄宿漢学く2年〉
70年(明治3)~71年 佐々木卯右衛門に漢学く2年〉
72年 ~74均三 木康隆忠、に漢学<3年〉
75年(坊治8)~ 池尻勝算専に算術<2'年〉
o ]11上小学校 佐賀郡川上村
石井勇之進 士族 1847年(弘化4)主主まれ
5年(安政2) 3 月 ~60年{万延 1) 5月 弘道館華道養舎で漢学く5年2月〉
61年(文久1) 2 月 ~63年(文久 3) 7月 弘道館内生寮で漢学く2王手5月〉
64年(元治 1) 4 月 ~65年(慶応; 1) 6月 武議定保に漢学<1主ド2月〉
。八戸瀞小学校 佐賀郡八戸潜村
①堤 長定 士族 1853年(嘉永6)主主まれ
59年(安政6) 2 月 ~67年(慶応 3) 12汚 弘道館外生寮出席，漢学
68年(慶応4) 5月~同年6月 弘道館内生寮苦手宿，漢学
68年(慶応4) 7月~同年(明治 1)1月 関学を命じられる
69年(明治5) 1月~同年9丹 南:び弘道館内生寮』こ寄宿し漢学
[69年10月~ 佐賀藩常備二番大隊一番小隊iこで東京出張]
。池上小学校 佐賀郡
①川i浪主主平 士族 1833年(天保8)主主まれ
42年(天保13) 1 月 ~46年(弘化 3) 12月 佐賀務士三k良右衛門にi奨学く7年〉
50年(議永3) 3 月 ~52年{姦永 5) 佐賀務士千布平兵衛に皇漢学く3年〉
[7尚三(明治 4) 7 月 ~72年(明治 5) 2月 伊万箆黙の際常鍛主要軍曹に被任]
②二千々岩哲六 士族 1833年(天保4)主主まれ
50年(嘉永3) 5 月 ~57i手(安政 4) 4月 小城毒事学校で窒漢学く8年〉
4月~ω年(明治2)6月 小城毒事学校舎長く1年〉
7FJ~72年 伊万箆県より中尉被命
第9小学s 第40大区第9小IK 1876年(明治9)1月設立伺い
佐賀郡松瀬村
1838年(天保吉)主主まれ
[61年(文久 1)~64年(元治 1 ) 
[64年~65年， 70年~71年
弘道館で漢学
長崎詩書外深堀香:焼鳥で文武尚道研究
詩文浄写及び文武方拝命]
託夜1，高尾の弓倉拝命]
②江上彦四郎 1854年(安政1)生まれ
65年(慶応 1) 1 月 ~6百年(明治 2) 3月 下村忠太夫に漢籍
69年 5 月 ~70年 9 月 米倉援兵衛に漢籍
71年(明治4) 1 月 ~72年 2 月 弘道館に寄宿し漢籍
72年(明治5) 3 月 ~73年 8 月 好生館に寄宿しドイツ学
25 
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73年 9 月~74年 5 月
74年(明治7) 8月~同年1月
74年11月~75年 4 月
生 j馬寛 f言
長崎に遊学し洋人ヂウリーにドイツ学
長崎で洋人レツペンに算術
長崎今魚町学校に寄街しドイツ学
③岩瀬光一郎 1859年(安政6)生まれ
66年(慶応2) 3 月 ~69年(明治 2) 1月 弘道館外生寮で漢籍
70年(明治3) 1 月 ~71年 5 月 E車場瑳効(現}l1)に漢籍
70年 7 月~73年(明治 6) 3月 相良平作に漢籍
。名尾小学校 佐賀郡梅野村
①三上敬清 士族 1839年(天保10)主主まれ
55年(安政2) 8 月 ~59年(安政 6) 12月 弘道館内生寮寄宿，漢籍
62年(文久2) 6 月 ~72年(明治 5) 3河 原次郎兵衛に算術
②菅原玄激 僧侶 1843年{天保14)生まれ
58年(安政5) 5 月 ~<5 年〉 蓮池落士大野五郎左衛門に漢学
61年(文久1) 9月~く3年>震後図臼尽の広瀬綴治の重量(広瀬育毛s塾・1或笠闘)に詰め漢学
75年(明治8)9月~ 松永礼三に算術
。須田小学校 佐賀郡小副川村
深堀謙造 士族 1851年(嘉永4)生まれ
67年(慶応3) 3 月 ~6吉年(明治 2) 1]ヨ 弘道館に寄宿しfl.つ佐賀藩士:厳罰敬太郎にI奨学 <3年〉
[71年(明治4) 7 月 ~<2 年> I日藩に於て蝦夷地開拓方史生泰磯]
。都渡城小学校 佐賀郡梅野村
江口 寅次郎 * 1847年(弘化4)頃生まれか
62年(文久2)~65王手(慶応 3) 弘道館で漢籍，又大坪金弼に漢籍
[68年(明治 1) ~72年(明治 5) 兵役者ま務，その末帰農]
2.神埼郡 第 6 中学区第10小学区~14小学区(第41大区第 1 小区~5 小!z)
第10/j、学区 第41大区1小区
。見島小学校 神埼郡児島村
(明治吉年の凋業願いはなく，明治6年10月前身の育英舎開業の際の履歴書をとげる)
(i);志田保苔 士族 1820年(文政3)生まれ
47年(弘化4) 10月 ~49年(嘉永 2) 3月 江戸に訟で幕府儒官古賀小太郎に従い漢学修業<3年〉
[63年(文久3) 8 月 ~72年(明治 5) 6月 蓮池務校育英館助教勤務〈初年>J
[72年(明治5)1月~ 蓮池小学校教諭に任す]
②隊内利武 士族 1845年(弘化2)主主まれ
69年(明治2) 12月 ~70年 7 月
70年(明治3) 8 Fl ~71年 2 月
[71年(明治4) 3月~同年10月
[72年(明治5)1月~
東京の昌平学校(/日幕府昌平壌)で漢学修業 (8月〉
東京麻布谷町の林猪太郎に従い渓学修業く7月〉
!日蓮池藩にで陸軍少尉勤務く8月>] 
蓮池小学校教諭に任す]
③和田義路 士族 1845年(弘化2)生まれ
60王手(万延1) 3 月 ~70年 8 月 蓮池藩士大里子平ーに従い漢学修業<11年〉
明治前期佐賀祭小学校教員の学習歴任)
71年(明治4) 9月~同年12J=l
[72年(明治5)1月~
鹿児島祭今藤新左衛門に従い漢学修業 <4年〉
蓮池小学校教諭に任す]
④U-I口元長 士族 1849年(姦永2)生まれ
64年(元治1) 1 月 ~70年12月 蓮池毒事士大聖子平ーに従い漢学修業く7年〉
71年(明治4) 4 月 ~72年 3 月 東京本所相生町の共立学会へ入遺書し英学修業(l年〉
[72年(明治5)1月~ 蓮地小学校教諭に任す]
。 主主，1鳥小学校 神埼郡直鳥村
八戸宗孝 * 1848年(嘉永1)療生まれか
55年(安政2) 6 月 ~68年(明治 1) 2月 遼池落学校育英書官で皇漢学研究<13年4fD
第1小学s 第41大区築2小区 1876年(明治ヨ)10月開業願い
44年(弘化1) 1 月 ~47年(弘化 4) 6月
[ 47年 9 月 ~51年(嘉永 4) 8月
[65年(慶応1) 3 月 ~68年(明治 1) 1月
[69年(明治2) 10月 ~71年(明治 4) 9月
幕府古賀博士(古賀偶庵)に従い漢学
蓮池落学校都織をE勤めるく4
手写ぴ蓮池著書学校者s織となり， 68年より藩庁権参事に転ず]
蓮池学校助教になるが，廃校になり免職]
②大川i良太 士族 1841年(天保12)生まれ
49年(嘉永2) 3 月 ~52年(嘉永 5) 10月 佐賀毒事士宮部定勝に漢学
52年11月 ~59年(安政 6) 5月 佐賀毒事土草場主援助(澱J1)に漢学
③近藤政太 二七族 1856年(安政3)生まれ
72年(明治5) 5 月~73年 5 月 蓮池藩育英館に寄宿し漢学
73年6Jヨ ~74年 3 月 佐賀県土族副島婆fFVこ英学
。柳島小学校 神埼郡柳島村
諸島幸義昭 士族 1837年(天保4)生まれ
48'"ド(嘉永1) 2 月 ~50年(嘉永 3) 12月 佐賀議士大慰寿兵衛に漢学
51年(嘉永4) 1 月 ~55年(安政 2) 12月 白石室長学校に寄宿
[55年12月 ~69年12月 白お家学校監厨を申し付けられる]
[69年(明治2) 12月~70年 2 月 佐賀藻司籍所録事，白石軍団録事を勤める]
。大島小学校 神埼郡柳島村
①邸中 華専九郎 士族 1843年(天保14)主主まれ
55年(安政5) 4 月 ~61年(文久1) 4月 佐賀藩士:荒木健作に漢学
[63年 5 月 ~70年 8 J=l :=i:人神代大炊助近習， JI久保主事国小司令を目主任]
②荒木勇之助 士族 1848年(嘉永1)生まれ
52年(嘉永5) 3 J=l ~63年(文久 3) 12月 弘道館に通学，傍ら武苦言文之助に漢学
副長手(完治 1) 1 J=l ~69年(明治 2) 4月 佐賀藩海箪学寮寄宿，蘭学・洋算等学習
27 
[68年 9 月 ~69年 1 月 海箪学察軍事宿中奥羽ノ役に落命を受け延年緩に乗り組み北海道
出張，明治2年1月1脅落]
69年(明治2) 4 月 ~70年 6 月 佐賀毒事海軍学生の命を受け，英学及び洋算研究
28 生~
[海軍学生中に函館ノ役に出兵，明治3年8月から海軍史生，海箪士宮を勤める]
。迎島小学校 神埼郡迎島村
①中島源奇 士族 1847年(弘化4)生まれ
59年(安政6)~62年(文久 2) 白石家学校に寄宿し漢学
64年(元治1)~67年(慶応 3) 中島大助に漢学
②高島撲之助 士族 1848年(嘉永 1)生まれ
59年(安政6)~68年(明治 1) 佐賀議事土{佐野文仲に従い医術研究
68年~ 好生命館に寄宿し医術
69年(明治2)~ 佐繁華審土馬渡嶺雲に従い医術
70年~ 蒋び好生館に宅事街し第二級に昇進
。崎村小学校 神崎郡精村
CD校図 t九 士族 1813年(文化10)生まれ
(学習符期・期間記述無し) 蓮池落教授満野五右衛門に漢学
[36年(天保7) 11月 ~71年(明治 4) 蓮池落語審主近習，誘役，大監察など言者密を僚任]
②巨勢善幸昌 平民 1833年(天保4)主主まれ
40骨三(天保1) 9 月 ~51年{嘉永 4) 1月 蓮池務教授大野五郎左衛門に漢学
51年(嘉永4) 2 月 ~59年(安政 6) 5月 蓮池務坂弁:英春に従いl2i術研究
③森文一郎 こ土:族 * 18451'下(弘化2)領生まれか
53fド(嘉永6)~ 蓮池務学校入学，その後同藩士兵銀!龍潜，佐賀議士:犬塚主義一郎
に漢学
。古賀小学校 神埼郡古賀村
①三好有常 二と族 1818年(文政1)生まれ
28年(文政1) 3 月~37年(天保 8) 蓮池溶校成主主舘で漢学
[40年(天保11)~71年(明治 4) 蓬itl:l語審皇室察，学校誉学邸などを勤める]
②成富久太郎 士族 1856年(安政3)生まれ
68年(慶応4)~74年(明治 4) 主主治務校成主義館でI奨学
。姦納小学校 神埼郡嘉納村
①藤瀬 泰 :士:族 1839年(天保10)主主まれ
50年(姦永3)~57年(安成 4) 蓮池港学校成主事態で漢学
②岡原良総 士族 1848年(弘化4)主主まれ
57年(安政4)~641'ド(元治 1) 蓮泡藩士大野鶏に漢学
65年(慶応1)~69年(明治 2) 蓮池落土中聖子七皇官佐衛門に漢字
第12小学区 築41大反第3小区
明治前期佐賀原小学校教員の学習澄(1 ) 29 
47年(弘化4) 5月 ~57年(安絞り 8 月 佐賀藩親族神代丘一(J1久保家)に仕え近習役勤務の傍ら，佐
安喜審土草場主豊島b(瀕11)に漢学
57年 9 尽~62年(文久 2) 10fJ 熊本務土木下主主太郎に漢学
[63年(文久3) 3 月 ~75年(明治 8) 神代丘ーに仕え，武線役，長崎出兵仕組，川久保色内地方役，
言書写役などを勤める]
[66，年(慶応2) 3 fJ ~69年(明治 2) 9月 川久保邸内学舎指南役]
[691手10 fJ ~71年(明治 4) 8月 川久保郷学校教導章表軍団幹事並びに組肝煎]
[71年 8 月 ~72年(明治 5) 9 R 川久保小学校中察監査奉職]
②大島高明 士族 1834年(弘化1)生まれ
50年(姦永3) 2 月 ~53年(嘉永 6) 3月 佐賀藩士深川勝蔵に漢籍言葉読を溜い，兼ねて弘道館蒙養舎に通
学
53年 4 月 ~56年(安政 3) 4月 佐賀藩士j諮問一兵衛に漢学を習い，兼ねて苦笑芸喜舎通学
59年(安政6) 5 月 ~62年(文久 2) 2月 弘道館内主主寮』こ寄癒し，兼ねて満剤一兵衛に橋臼会読通学し漢
学研究
[62年 3 月 ~63年 3 月
63年(文久3) 4月~同年6月
[63年 8 月 ~66年(慶応 2) 8月
[68年(慶応4) 5 月 ~69年(明治 2) 
[69年 8 月 ~70年 2 月
長崎滋外神ノ島守衛出張]
再び弘道館内主主寮若手宿，漢学
藩f塗箪兵，長崎出張，陸策大砲隊兵士，長州出兵など]
l丹 野州及び会津出兵]
議陸軍予備兵士]
③犬幸子、俊八 士族 1853年(嘉永6)生まれ
59年(安政6) 5 月 ~67年(慶応 3) 4月 弘道館霊安養舎，外生望書遇学，漢学
67年 4 月 ~68年(慶応 4) 6月 弘道館内生寮寄宿，漢学
[68年 8 月 ~70年(明治 3) 5月 奥羽戦争出兵，東京出兵]
70年 7 月 ~71年(明治 4) 7月 佐賀藩土石井只右衛門に漢学
[71年7月~同年10月 西海道鎮台筑前分営出張]
71年11月 ~73年 1 月 佐賀祭会族磁島要作に洋学素読
74年(明治7) 7 月 ~75年 8 月 佼賀県土族池尻弥太夫に洋害事
④白水呂高 :l:族 1854年(安政 1)生まれ
63年(文久3) 10月 ~67年(慶応 3) 8月 佐賀務親族神代直宏{川久保家邑主)に仕え，向嫡子旗一郎稽
古相手取し付けられ，傍ら弘遂館蒙養舎，外生寮に通学，漢学
素吉売
67年 9 月 ~69年(明治 2) 10月
69年10月 ~71王手(明治 4) 5月
[71王手 5 月 ~72年 8 月
72年(明治5) 9 月 ~73年11月
。本堀小学校 神埼郡ヱド堀村
神代i藍宝邸内文学所得街中，弘道館蒙養会通学し漢学
川久保郷学校寄宿，漢学
臨海道鎮台筑前分営出張，熊本鎮台兵，日間交官書出張]
佐賀県土族、古1儀八へ従学し漢学
① 福;窓 俊海 f慢{呂 1831年(天保2)主主まれ
37年(天保8)~45年(弘化 2) 長崎墜さま勤番役長1彦次郎に漢学
45年~53年(嘉永 2) 
54年(安政1)~57年(安政 4) 
58年(安政5)~71年(明治 4) 
阿波関前1文産主に漢学
東京聖主主勤番組頭内山孝之助に漢学
長崎県下草壁梶村菩提寺先住素龍に就いて得度，神学。以後東楽
寺住職
30 生篤寛{言
②藤波宗胤L {'首{呂(住職)1841年(天保13)生まれ小学校補関
48年(察永1)~57年(安政 4) 佐賀毒事土中島資雄に漢学く10年〉
58年(安政5)~62年(文久 2) 佐賀務士金原五郎太夫に漢学何年〉
[63年(文久3)~741手(明治 4 ) 元蔵戸13ア泉寺住織]
。横武小学校 神埼郡横武村
①執行伝 士族(神宮)
48年(嘉永 1)~58年(安政 5) 
5年(安政2)~56i下(安政 3 ) 
59年(安政6)~61年(文久 1 ) 
[70年(明治3)~71年末
1838年(天保9)生まれ小学校補隊
神埼駅天台宗{主戦儀詮に漢学く11年〉
佐賀藩土中島資雄に漢学く1年〉
佐賀藩士松永令藤十こ漢学く2年〉
横i対す校ヶ箆白子神社神宮]
②中義慶広 士族 1843年(天保14)生まれ
50年(嘉永3) 1 月 ~52年(姦永 5) 12月 佐賀藩土田中虎六郎に漢学
53年(嘉永6) 1月---57年(安政4)12月 鹿島義喜土木下謙一に漢学
58年(安政5) 1 月 ~62年(文久 2) 12月 佼索毒寄金:満岡一兵衛に漢学
63年(文久3) 1 月 ~64生存(元治 1) 6月 蓮池務学校成霊童館教授大聖子五郎tr.衛門に漢学
64年 7 月 ~65iド(慶応; 1) 2月 鹿島藩土谷口俊一に漢学
[65年 4 月~69年(明治 2) 9月
[69年 5 月 ~70年(明治 3) 9月 川久保郷学校察監奉職]
[70年10月 ~73年(明治 8) 11月
。竹村小学校 神埼郡竹村
CD永灘 恒一 :tー族 1841年(天保12)生まれ
52均三(姦永5) 2 月 ~53年(嘉永 6) 12月 対馬溶こと荒木仁一一郎tこ漢学
54年(安政1) 1 月 ~55年(安政 2) 10月 対馬藩土緒方遂に?奨学
56年(安政3) 3 月 ~57年(安政 4) 12月 登後間広瀬旭夜に漢学
58年(安政5) 5 月 ~59年(安政 6) 12月 愛後間永井来裁に漢学
60年(万延1) 1 月 ~62年(文久 2) 10月 筑後毒事土(久留米議)護審鼎に漢学
65年(援応1) 3 月 ~67年(慶応、 3) 9月 川久保邸内文学所寄宿
[67年10月~69年(明治 2) 11月 飯田学会(川久保家藤津郡内領地飯間村)執法拝命]
[69年12月 ~72年(明治 5) 8月 川久保小学校小寮監を勤める]
②松瀬俊雄 (佐賀の乱で憂間党に与し徐族) * 1845年(弘化2)頃生まれか
54年(安政1) 2 月~60年 7 月 弘道書官外生局通学，漢学
60年(万延1) 8 月 ~63年 2 月 佐賀議士古賀精蔵にj奨学
63年(文久3) 3 月 ~70年12月 夜、道官官(のち学校)内生寮寄宿，漢学
[69年(明治2) 10月~72年12月 読書兵隊司令官，東京で陸箪仏式伝習，東京鎮台出張主事]
[73年(明治6) 4月~悶年12月 地券掛線藤い勤務]
74年(明治7) 1月 愛国党に与し，向年3月除族
[74年5月~何年12月 戸籍改正都御濯い申し付けられ， 12月全部皇室い免ぜられる]
康1 唯四郎 士族 1860年(万延1)生まれ
75年(明治8) 7 月~76年 1 月 「学制」発布後の小学校
明治前期佐賀県小学校教員の学習震は) 31 
。城原小学校 神埼郡城原村
① i薄田鉄之進 こと族 1849年(姦永3)生まれ
62年(文久2) 12月 ~65年 8 月 佐賀藩土木原儀四郎に漢学
65年(慶応、1) 9 月 ~66年 3 月 長崎の佐賀毒事屋敷で御筒伝習
66年(慶応、2) 4 R~67:年 8 月 弘遂線拡充局遇稽古，漢学
[69年(明治2) 3 月 ~71年(明治 4) 8月 東京出兵，f!S海鎮台，鳥雲隊など]
②瓦 清 ごと族 1851年(嘉永4)主主まれ
62年(文久2) 3 月 ~65年(慶応 1) 6月 弘道館寄宿 <4年〉
[70年(明治3)2 jヨ ~72年(明治 5) JI久保郷学校史主主，河校廃校<2年>] 
73年 1 月 ~74年(明治 7) 3月 永撚氏に和算
。的村小学校 神埼郡的村
① 野仁Ii管次 :土族 1832年(天保3)生まれ
47年(弘化4) 3 月 ~50'手 7 河 川久保家士神代線四郎に従い川久保邸内寄宿漢学修業
50年(嘉永3) 8 月~58年 7 月 神代i直宝tこ仕え近溜役，傍ら車場援助(瀕JI)に漢学
58年(安政5) 8 月 ~59年(安政的 1 月 直宝江戸出府に付き熔従，翌年帰藩，近習役，漢学
[61年(文久1) 12月 ~62年 8 月 棺談役付役兼務]
62年(文久2) 4 月 ~65年(慶応 1) 9月 車場援助(瀕}l1)を辞し佐賀簿二と武富文之助に従い右役傍ら渓
学修業
[63年(文久3) 2 月 ~71年(明治 4) 川久保図士費目法取立，邸会作事役，川久保留職事，剣法師範な
ど歴任]
②育問機五郎 平氏(佐賀のきしで「暴動に与みし除族J) * 1852年(嘉永5)頃生れか
59年(安政6) 5 月 ~60年(万延 1) 1月 佐賀議士小震彦九郎に漢学
61年(文久1) 1 月 ~64年(元治 1) 1月 平氏渋谷官次と佐賀藩:士:相良牧太に漢学
[64年(元治 1) 11月 ~65年(慶応、 1) 1月 長州戦争で筑前国出兵]
65年 2 月 ~66年(慶応、 2) 6月 松永令議，相良牧太に漢学
[66年6月~同年9月 再び長州戦争で筑前頭出兵]
66年 9 月 ~67年(慶応 3) 9月， 68年(慶応4) 1 Jヲ~向年4月
67年10月~同年12月
[68年4月~同年1月
69年(明治2) 4月~同年8月
[69年11月 ~70年(明治 3) 9月
[70年10月 ~71年 8 月
[この間， 71年2月~同年5月
[71主ド10月 ~72年(明治 5) 8月
九年(明治 7) 1月
[74年9月~隠年12月
再三，松永令蔵，相良牧太』こ漢学
重量後国臼EB'!l1l立国街広瀬孝之助塾で漢学
戊反戦争で下野園出兵，天袋東幸御供奉命]
佐賀藩校内主主寮寄宿
El達原郷学校小寮霊長勤務]
玉事雲隊勤務，信話題~，筑I諸国など出兵]
El途潔郷学校寮監勤務]
回遠涼小学校寮監勤務]
暴動に与みす。除族
戸籍改正絹御震]
①石井賞ー ごと族 1857年(安政4)生まれ
61年(文久1) 3 汚 ~65年 7 月 佐賀議こどj馬渡源左衛門に漢学
65年(慶応1) 8 月 ~68年12月 中際大四郎に漢学
69年(明治2) 1 丹 ~72年10月 格良平作に漢学
72年(明治5) 11月 ~74年10月 番図書奇左衛門に漢学
74年(明治7) 11月 ~76年 1 月 紹良牧太に漢学
32 生馬寛 f言
第13小学区第41大区第4小区
。 目途原小学校 神崎郡日遼原村
①相良牧太 士族 * 1822年(文数日頃生まれか
31年(天保2) 2 月 ~37年 9 月 佐賀落士松永令蔵に漢学 <6年11月〉
37勾o(天保8) 9 月 ~42年 9 丹 江戸にで古賀小太郎(幕府{議官古賀偶苓)，清水俊蔵に漢学及び、
43年(弘化14) 1 月 ~44年12月
45年(弘化2) 3 R~46年12月
[ 47年(弘化4) 3 月 ~58年 9 月
[59年(安政6) 1 月 ~62 :!f-・ 4 月
[62年(文久2) 5 月 ~68年 4 月
[68年(慶応4) 5 月 ~71年(明治 4) 8月
兵学 <5年 1月〉
所々遊学漢学研究く2年〉
悶上<1年10月〉
藩0老鍋島燦之助(鍋島:i:水家)邸内学校教職<1年7月>J 
室長重量生徒教授く3年4月>J 
腐之助邸内議頭人 <6年>J 
燦之助に従い宝石謀参事として野州出兵，帰落後，佐賀藩主在家間
小属，のち総居 <5:!f-4月>J 
② 主喜場 予詰助 士族 * 1825年(文政8)領主主まれか
34年(天保5) 10月 ~43年 8 月 佐賀語審士松永令蔵にj奨学く8年11月〉
!43年(天保14) 9 月 ~45年 9 月 豊後日間広瀬求馬(淡窓)に漢学 <2年〉
45年(弘化2)10月~羽生ド(嘉永3)12月 室長にあって独学，滋摩 <5年3月〉
[51年(嘉永4) 1 月 ~69:t手 3 月 間老鍋島主水邸内J蔵方，詰用人勤務<17年3月>J
[69年(明治2) 10月 ~70年 9 月 佐実務家事局，神埼主在留斡事，兵隊く 1年>] 
③納言言 傍 こど族 * 1857年(安政4)密生まれか
68年(慶応、4) 8 月 ~74年(明治7) 10月 瀦向精ーに漢学 <6月10日〉
74年3R~76年 1 月 相良牧太に主築学 <2年〉
④宮崎彦次郎 士族 * 1861年(文久1)墳生まれか
70年(明治 3) 3 Jヲ ~71年 3 月 久保良作に漢学く 1年〉
71年 6 月 ~72年 7 月 元藩国老議王手一学邸内で漢学<J年1月〉
72年(明治5) 8 月 ~74年 4 月 佐々木右衛門tこ漢学 <2年8月〉
74年 8 月 ~76年 1 月 相良牧太に漢学く2年4月〉
。関手小学校 神埼君s凶手村
①満F耳精一 士族 1820年(文政3)生まれ
28年(文政11) ~36:q三 弘道富富豪華喜舎に通い稽あ漢学く8年〉
37年(天保8)~46年 弘道館内生寮寄宿，漢学(10年〉
[μ2年(天保13) ~47年 蒙問問く6年>]
[51年(姦永 4) ~73年(明治 6 ) 包遼療家撃で生徒tこ教授 <23年>]
②金原五郎太夫 1832年(天保3)生まれ
44年(弘化 1) 4 月 ~46年 3 月 佐袈語審土泊中善十に従い素読習字研究く2王手〉
46年(弘化3) 4 月~49斗'.3 月 弘道豊富外生寮で漢学<3年〉
羽生手(嘉永2) 4 丹 ~56年 8 月 弘道館内生察署子宿 <5年5月〉
[56年(安政3) 9 月 ~62年(文久 2) 12月 外生霊等教職勤務く5年4R>] 
[64年(元治 1) 2 月 ~68年 4 月 灘間老鍛差主主水邸内学校教職勤務 <4年2月>J 
[68年(慶応4) 4R~r司生存12月 戊E主戦争野州出兵司令勤務]
[69年(明治2) 6月~同年9月 佐賀藩学校寮勤務]
[69年10月 ~70年 8 月
[70年(明治3) 9 月 ~71年11 月
(1) 
神埼['fJ兵司令より岡団郷学校小幹事勤務]
鳥繋隊司令，東京，簿多など出張]
③松永令太郎 平民 本1850年(姦永 3)頃生まれか
58年(安政5) 1 月 ~64年 8 月 間老鍋島:t水家来の父松永令蕨に漢学
64年(元治 1) 9 月 ~68'年 3 月 間老鱗島主水家予|訪日良牧太に漢学
[68年(慶応4)4月~悶年1月 鋳差是主水に従い野州出兵]
68f手(明治 1) 12月 ~69年11汚 格良牧太に漢学
69年12月 ~70年 9 月 a聖子郷学校(子市埼図郷学校)に寄宿
[70年(明治3)10fl ~71年 2 月 苔聖子郷学校霊祭霊在中し付けられ勤務]
71年3月~同年6月 額鍍仏式内伝習，東京に診て研究
。箱1小学校 神埼郡綴川村
① 諸際 敬則 1839年(天保10)主主まれ
姦永年中 (48~53年)
57年(安政4) 8 月 ~58年12月
[70年(明治3) 2 月 ~71年 7 月
[71年(明治4) 8月~同年10月
佐賀落士大協寿兵衛tこ若葉学
弘道館若手緩
白石郷学校寮監兼録事勤務]
白お小学校小寮霊主導苦戦]
②毛利綴清 士族 * 1843年(天保14)頃主主まれか
52年(嘉永5) 3 Jヨ ~55年12丹 東津村住佐賀議事土荒木謙作に漢学
56年(安政3) 1 月 ~63年10月 白援村住佐賀藩士q:ri島大劫に漢学
63年(文久3)11fl~64年 4 月 白壁村住佼資簿二ど大閤来効に漢学
。石動小学校 神埼郡石動村
①鵜打快了 士族 1826年{文政9)生まれ
39年(天保10) 4 月 ~49年(姦永 2) 毒事国老鍋島主水邸内学校で革審士松永令蔵に漢学 <11年〉
50年3月 ~52年(姦永5) 10月 三絞郡続命続村松永令蔵家塾で漢学 <3年〉
[68年(慶応4) 4月~同年12fl 武州，聖子州，東京に出兵]
②納富 発 士族 1853年(嘉永6)生まれ
59年(安政6) 3月~ 弘道館毒素主義舎出席く8年〉
67年(慶応3) 2月~ 弘道館寄宿，漢学 <2年〉
[69年(明治3) 3 月 ~71年 兵務勤務中出京]
71年(明治4) 8 月 ~72年 3 月 元務中学校(落学校の改羽)寄宿，漢学及び洋算研究
72年(明治5) 4 月 ~74年 4 月 瀦隠精一及び原口元燃にj奨学
③三島佐五郎 平民 * 1848年(嘉永1)頃生まれか
58王手(安政5) 1月~同年12月 相良牧太に漢学<1'司王〉
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59年(安政6) 1 月 ~62年号月 毒事毅族!日主人鍋島河内在所白石学校鳴鶴舎に寄宿，河校害華街中
[62年(文久2) 10月 ~63年 6 月
63年(文久3) 7 月 ~66年 8 月
5カ月間長崎港外，務直営衛星語詰めく3年〉
主人河内出京あるいは出i埼に施行く9月>] 
弘道館軍事宿<3年〉
66年(慶応2) 8 月 ~67年 鳴鶴舎再苦手宿<1年余〉
[67年(慶応3) 9 fl~71年(明治 4) 1月 !日主人君事j役勤務，白石間兵として鳥察隊小司令勤務，東京w兵，
博多鎮台分営]
34 生馬寛{嘗
。忘波媛小学校 神埼郡;志波屋村
①執行義宗 平民 1823年(天保3)主主まれ
46年(弘化3) 1 月 ~52年 3 月 佐賀郡武藤村藩士野田平兵衛に漢学 <6年3Jヨ〉
52年(姦永5) 8 月~62年 8 丹 美濃閣安八郡大垣庄金昌寺住職雪瓜に仏学く10年〉
63年(文久3) 1 月 ~65年(慶応 1) 12月 三根郡続命続村松永令裁にj奨学
②問中快蔵 士族 1853年(姦永6)生まれ
59年(安政6) 6 月 ~65年12月
66年(慶応2) 1 月 ~68王手 3R
68年(明治1) 4 月 ~69年 5 月
69年(明治2) 5 月 ~70年 8R
[70年(明治3) 9 月 ~71年 3 月
71年4R~73年(明治 6) 4月
く6年7月〉
i翠老議題島平九郎邸内学校で漢学く2年3月〉
弘道館寄宿<1年5月〉
三根郡続命院村議二t松永令蔵に漢学く1年4月〉
鳥察隊兵士，東京出張]
蓮池落こた牟羽行殺に漢学く2年〉
③今泉伝太郎 士族 1857年(安政4)主主まれ
63年(文久3) 2 月 ~64年 7 月 鶴村在住士族杉町兼除機に漢学<l年6月〉
64年(元治1) 8 月 ~65年 3 月
65年(慶応、 1) 4R~66年 7 月
66年(慶応2) 8 月~69年 2 月
69年(明治 2) 3 月 ~72年 8 月
72年(明治5)9 R~75年 7 月
。大政小学校 神埼郡大幽村
域原村今泉茶上tこ言語学く8月〉
的村住居士族久保良作に漢学く 1年4月〉
回手街士族溺I河精一に主築学 <2年8月〉
的村士族佐々木右衛門』こ漢学 <3年6月〉
釘遼原士族桜災牧太に漢学く2王手1月〉
①山口弥左衛門 士族 1831年(天保2)主主まれ
39年(天保10) 3 月 ~42年 9 月 京都大橋九右衛門に漢学く2年7月〉
[ 43年(天保14) 9 月~48年 8 月 議問老鍋島燦之助邸内勤務く5i手>J
48年{姦永1) 9 月 ~57年 4 月 相良牧太，中西七三郎に漢学及び槍術研究 <9年〉
[58年(安政5) ll}ヲ ~68年 3 月 霊友塁惑において生徒教育<10年3月>1
[68年(慶応4)4月~同年12月 鍋差是燦之助に従い野州出兵]
[69年(明治2) lOR~71年 8 月 神埼家図職事。築関所録事勤務く2年1月>] 
[73年(明治6) 8 月 ~75年 5 月 家畿において生徒教育]
②山口保夫 士族 * 1855年(安政2)頃生まれか
70年(明治3) 6 月 ~71年 8 月 神埼図郷学校寄街，漢学<l年2月〉
71年(明治4)自尽~75年10月 相良牧太に漢学 <4年2月〉
。小河内小学校 神埼君s小河内村
亀川清次 1835年(天保6)生まれ
47年(弘化4) 3 月 ~57年(安政 4) 5月 弘道館内主主祭寄宿， 1車場援助その他の教授に従い漢学
62年{文久2) 4 月~64年(元治 1) 8汚 藩士族馬場栄作に算術 <2年4月〉
65年(慶応1) 3 月 ~68年(明治 1) 10月 務経寧所主事議官教在宿泊尻勘太夫に従い洋算研究 <3年7月〉
第14小学区築41大区築5小区
* 1830年(天保1)療生まれか
佐賀蓄基土問中策六郎に漢籍
明治前期佐賀県小学校教員の学習摩川)
47年(弘化4)~ く5年〉
52年(姦永5)~ く4長。
[73年(明治6) 5月
②森谷翠雲 王子民({'節目
50年(嘉永3)~ く7年〉
57年(安政4)~ <10年〉
67年 (産量応3)~ く5年〉
[73年(明治 6) 2月
o JJ:夏巻小学校 神埼郡腹巻山
蓮池橋王寺住職峡遂にイム籍
佐賀郡高木町腹立ミ子学寮において仏籍
教導職試補持命]
* 1840年(天保11)領生まれか
佐賀毒事土辰江主等三に漢籍
佐賀郡牛鳥村長専寺住職藤田好皇互に仏籍
佐賀郡高木町燦l王寺子学寮において仏籍
① -番ヶ滋常治 土族 * 1823年(文政6)頃生まれか
32年(天保3)~ く12年〉 弘道館蒙養舎で漢籍
44年(弘化1)~ く3年〉 弘道館拡充局出席漢籍
47年(弘化4)~ く3年〉 「大学校J (弘道館のこと)内生寮寄宿，漢籍
② 問中知議 王子氏 * 1835年(天保6)頃主主まれか
44年(弘化1)~ <17年〉 佐賀藩土問中資六郎に漢籍
。広滝小学校分校 神埼君I広滝村
藤瀬 裕玄 7ど族 * 1853年(嘉永6)領主主まれか
61年(文久1)~ < '1年〉
69年(明治2)~ < 4年〉
73年(明治6)~ < 3年〉
「佐賀藩小学校J (弘道館察養舎)において漢籍
r~主資藩中学校J (稼学校)，漢籍
佐賀県土:族茶に和漢籍
3.三根，養父，装集孝都 第 6 中学区第15小学区~18小学区(第42大区第 1 小区~4 小区)
三根君主の内 第6中学IR主義15小学区 (第42大区第l小区) 教員履歴書無し
三根郡，養父郡の内 第6中学区第1{倒、学区 (第42大区第2小区)
O 中原小学校 養父郡中原駅
赤Bl 宏築 士族 1840年(天保11)生まれ
48年(嘉永 1)秋~ 佐賀藩留学教諭大関寿兵衛塾，漢学
54年(嘉永7) 8月~ 片田江邸内学校寄後，漢学
60年(万延1)春~ 白石学校，漢学。 62年(文久2)冬，同校学科出精昇遼進渓
[62々自冬 白石学校外生局授業方]
68年(慶応4)冬 白石学校学科独看級進展
[68年冬~ 白石学校教毒事戦執法]
[70年(明治3) 白石学校は郷学校に相改められ，白石郷学校寮監を拝命]
[71年(明治4) 8月 郷学校は小学校と改められ，白石小学校小寮憶を拝命]
[72年(明治5)冬 (r学昔話」前の)小学校は-.e.廃止される]
②広木吉雄 士族 1848年(慕永1)生まれ
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60年(万延1)冬~66年(慶応 2 )秋 白石学校寄宿，漢学研究。学科出精界遼進渓，愛媛応3年春返
校
67年(慶応3)春~68年 好生館寄宿，関学研究。学科3等遂渓，安明治2年裏返校
69年(明治2)秋 白石郷学校寄宿，漢学研究。明治3年春学科3級，さらに 4級
36 
[70年{明治3)夏
71年(明治4)秋
生~
白石郷学校寮皇室を拝命]
元中学校で和・渓・数研究。学科5等，翌年初冬には4等進展
③ 鮎)1 減作 :t族 1850年(嘉永3)主主まれ
61年(文久 1) 2 月~70年 8 月 白石学校(のち白石郷学校)寄宿，該校教授大関来効に漢学を
70年(明治3) 9月
[70年10月 ~71主f. ll月
71年{明治4) ll Fl ~72年 4 月
学ぶく8王手7月〉
出精級進展
鳥雲言隊』こで東京出兵]
白石学校{白石小学校)再寄宿，前後く9年3Fl>漢学
③江口良霊堂 土族 1852年(嘉永5)生まれ
63年(文久3) 10月~69年 5 月 白石学校に入り教授大関来助に学ぶ <4年7月〉
71年(明治的合月~72年 3 月 佐賀中学校大教諭原田敬太郎に学ぶ，算術は向中学校事事学教師
同;父造と，多伊良文flれこ学ぶ <6月〉
⑤阿部敬一 士族 1852年(嘉永5)生まれ
62年(文久2) 11 月 ~66年 8 月 白石学校教授大展望来助に学ぶく3年1月〉
6年(慶応2) 9 月~70年 3 河 白石学校寄街，漢学く3年7月〉
74年(明治7) 5月~ 算術を悶又遺に学ぶ
。村田小学校 養父郡江島村
①下村滋忠 士族 1820年(文政3)生まれ
35年(天保6) 3 月 ~42年 5 月 弘遂鎗で佐賀務国学教授井内伝羊議:iF'J，草場援助，武寓文之助
42年(天保13) 1 Fl ~44年 3 月
[4年(弘化1) 5 月 ~69年11月
[69:(手(明治2) 10月 ~7J年 1 月
[71年(明治4) 1月~同年5月
[71年(明治4)5月~何年8月
に留学，漢学く7年10月〉
肥後務関学教授近藤栄助及び沢村宮内に遊学く2年5Fl>
「佐賀落閤学J(弘道館)指南を勤むく25王手6月〉
語審学小学校教毒事勤務<1年2月〉
学校中祭監を命ぜ、られるく 4月〉
学校大寮!監を命ぜ、られる。 8月被免く4月〉
(*原資料の事項発生年に疑問が多いので，筆者が修正したが，なお不明な点がある)
②関伝八郎 士族 1851年(嘉永4)生まれ
63年(文久3) 3 月 ~69年 9 Fl 白石学校，漢学く6年〉
69年(明治2) 9 月~70年 8 月 佐賀稔小路名原田種輿』こ漢学<11f-> 
71年(明治4) 9 月 ~72年 3 月 佐賀中学校，漢学，留学 <3月〉
72年(明治5) 3月~降年6Fl 佐賀椎小路名康問種成に槌従し東京で漢学<4 Fl> 
。東尾小学校 養父郡東尾村
①光山党賂 * 18291f-(文政12)療生まれか
36年(天保7)~43年(天保14) 佐賀藩士森山f中室長私塾で文学研究 <8年〉
44年(弘化 1)~46年(弘化 3) 佐賀藩の山伏南光院に総身し文学 <3年〉
49年(嘉永2)~50年(嘉永 3) 
[58年(安政5)~75年{明治 8) 
佐賀務当:阿古胤に留学く2年〉
家塾を開き生徒を取立てく18年>] 
②財部速水 ゴゴ族 183吉年(天保10)主主まれ
48年{嘉永 1) 1 月 ~52年 2 Fl 佐賀藩士小/11八左衛門私塾で漢学
明治前期佼賀泉小学校教員の学習摩(1 ) 37 
52年(嘉永5)4 Jヲ ~54年 9 月 佐賀片国江学校主寄宿，漢学
54年(安政1) 10月 ~57年12Jヨ 佐賀議事土問古騒いこ歯学
[63年(文久3) 1 月 ~75年(明治 8) 3月 私塁惑を開業し生徒を取立て]
③中島利泰 士:族 1848年{議永 1)生まれ
前年(万延1)~70年(明治:3 ) 白石学校入学，学科出精級進展9
68年 学科昇逮級進展， 69年(明治2)学科4級進燦
[70年(明治3) 兵隊綴入につき退校]
71年(明治4)~73年 大菌学焚君主義入門
7M下(明治7) 西牟田与七に従い洋算研究
。坊所小学校 三根郡坊所村
① 杉谷 小太郎 :土族 1853年(慕永6)主主まれ
66年(慶応2) 1 月 ~68年 3 月 佐資毒事土問宙局Lにj奨学く2年2月〉
68年(慶応4) 4 月~!弓年12月 弘道舘で漢学く9月〉
69年(明治 2) 1 月 ~70年 3 月 神埼問郷学校で漢学く 1年3月〉
70年(明治3)4月~同年5月 佐賀藩養学芸警において洋学 <2月〉
70年(明治3) 6 月 ~73年 8 月 士族相良牧太に漢学(3年2月〉
②深堀藤一郎 士族 1857年(安政4)生まれ
68年(慶応，;4) 4月~同年12月 潟向精ーに漢学 <9月〉
69年(明治2) 2 月 ~70年 4 月 神埼団郷学校において漢学(1年3月〉
70年(明治 3) 6 月 ~71年 2 Jj r弘道館J(当時藩学校)外生苦笑で漢学く8月〉
71王手 (明治4) 3 月 ~76年 5 月 自宅において独学
。舟石小学校 三根郡堤村
萩原官ー ゴ二族 1856年(安政3)生まれ
64年(元治 1) 2 Jj ~68年10月 古賀務蕨に漢学と習字く4年8月〉
69年(明治2) 1 月 ~71年 5 月 「弘道館蒙喜整合J(当時藩学校小学寮)漢学く2年5月〉
72年(明治5) 9 f3 ~73年 8 月 佐賀養学校寄宿。学中，東京遊学を命ぜられ福沢諭吉主義で洋学
76年(明治9)6月~何年9月
。綾部小学校 養父郡長宮古安村
と洋算を学ぶ。この後漢学独学<1年〉
多伊良又左衛門に洋算 <4月〉
①梅野源七 王子民 1844年(弘化1)生まれ
54年(嘉永7)王手~58年(安政 5)秋 佐賀片田江学校寄宿 <6王手〉
60年(万延1)~ 白石学校寄宿
65年(慶応 1)~ 白石学校学科出精5手遼
② Eぎ戒 清 土族 1846年(弘化3)生まれ
61年(文久1) 1 月 ~66年(慶応 2) 12月 佐賀郡大野原学重要において小川泰王子太について渓57修業<5年〉
68年(明治 1) 10月 ~71年(明治 4) 2月 弘道館において車場援助(琢)11)について漢学 <2年〉
養父郡の内
暴露孝郡の内
第6中学区第17小学区 (第42大区第3小区) 設立何事書，履E宣言書とも無し
第8中学s:第18小学区 (第42大区第4小区) 開業績い
基津郡間代村
38 袋三 鳥
立花雅亮 長崎県平氏 1853年(嘉永引生まれ官立長崎師範学校明治8年卒業 4等訳者事
62年(文久2)~ く2年〉 島原城下木村倹ーのもとで漢学起業
く3年〉 白川県下天草甲田六部の門に留学
<2年半〉 佐賀県谷口中秋に就き精陽において学ぶ
②閏域婆人 士族 1827年(文政10)生まれ
39年(天保10)~ 出家し筑後図高良山E主主亮熔、僧工Efζ従い修行
46年(弘化3)~ 武丹、i東叡山に診て修行
初年(安政 7)~ 筑後国延苦手続などで往磯
③永瀬真九郎 士族 1846年(弘化3)生まれ
59年(安i&6) 9 月 ~62年(文久 2) 5月 久留米議奪儒管室重富黙にE築学
[70年(明治3) 8 月 ~71年 8 月 !日厳原議事用支饗筆生]
③古賀寛二 一七族 1844年(弘化1)生まれ
58年(安政5) 9 月 ~62年(文久 2) 6月 久留米毒事篠宮愛寝殿に漢学
70年(明治3) 6 月 ~71年 5 月 佐賀藩こと草場立太郎(猟11の子)に漢学
[71年(明治4) 6月~同年8月 元厳原毒事郷学校東明館都検]
73年(明治6) 4月~河年8河 瀬EB¥築士族横浜寄留草寺i引きに英学
73年 9 月 ~74年(明治 4) 1丹 東京第5区変異日私学で英学
⑤磯野伎一郎 1848年(嘉永1)生まれ
60年(万延1) 3 月~62年(文久 2) 2月 久留米議事儒官重富鶏に漢学
66年(慶応2) 1 月 ~68年 2 月 間代の緒方連(厳E言語審篠宮)に淡学
70年(明治3) 3 月 ~71年 4 月 東京の安井仲平の私重量に遊学
⑥緒方弥::t族 1848年(姦永1):生まれ
45年(弘化2) 5 月 ~52年(嘉永 5) 12月 団代の緒方連(厳原藩儒官)に器産学
[5年(安政2) 12月 ~71年(明治 4) 1月 厳原藩言書記，陀藩権少廃奉務
[71年11月 ~72年(明治 5) 7月 伊万塁県史生奉職]
⑦橋本武雄
??
1854年(安政1)生まれ
間代の緒方連(厳原毒事篠宮)に漢学 <4年〉
佐賀藩ごと草場立太郎(城川の子)に漢学くl年三和
原出穫輿に漢学 <5月〉
佐賀県開成校(変則洋学校)に寄宿し洋学<7月〉
68年{明治1)~71年
72年(明治5)~73年 6 月
73年(明治6) 9 月 ~74年 1 月
75年(明治8) 9 月 ~76年 3 月
。秋光小学校 主主算案郡富潟村
①荒木作美 士族 1847年(弘化4)主主まれ
60年(万延1) 7 Jヲ ~62年 9 月 久留米議篠宮重富鶏に漢学<2年4月〉
63年(文久3) 2 月 ~64年(元治 1) 8月 厳原藩儒賓の絡方速に漢学く1年6月〉
②権藤忠海 士族 1848年(嘉永1)生まれ
59年(安政6)~60年(万延 1) 梁弁孫市に漢学
61年(万延2)~62年(文久 2) 久留米喜善意需官澄2蓄熱に漢学
70年(明治3)~73年(明治 3) 佐賀落土糸ilu署幹に皇国学
明治前期佐賀県小学校教員の学潔燈(1) 3号
。姫方小学校 基簿郡姫ガ村
青木文造 士族 1854年(安政1)生まれ
64年(元治1) 2 月 ~67年(慶応 3) 10月 厳原語華僑官の緒方速に漢学
70年(明治3) 6 月 ~71年 8 月 佐賀議士で予定明綴郷学校教官草場立太郎に漢学
。今町小学校 主主練郡長野村
堀江栄之助 士族 1845年(弘化2)生まれ
56年(安政3) 3FJ~59年(安政 6) 10月 厳原藩儒震の緒方遼に漢学<3年8月〉
70年(明治3) 6 月 ~71年(明治 4) 8月 佐賀藩士主車場;立太郎に漢学く1年1月〉
。酒井小学校 主主緯郡酒井東村
片山勇効 士族 1853年(姦永6)主主まれ
64年(元治1) 1 月 ~67年(慶応、 3) 10月 厳原潜儒官の緒方連に漢学
70年(明治3) 6 f:1 ~71年 8 月 佐賀達奪三:で東号号館郷学校教官:草場立太郎に渓学
I 0 神辺小学校 主車線郡神辺村
門司範造 士族 1839年(天保10)生まれ
46年(弘化3) 1 月 ~54年(嘉永7) 12月 厳原藩係官の緒方速に漢学 <6年〉
58年(安政5) 6 月 ~60年(安政 7) 12月 久留米藩儒官重寝殿に漢学<2年〉
[69年(明治2) 4 月 ~71年 9 月 厳原毒事機少属泰務く3年)]
o ~認部小学校 慕簿務国部村
①緒方弥六 士族 1838年(天保9)生まれ
45年(弘化2) 1 f:I ~52年(姦永 5) 12月 厳原著葬儀官の緒方速に漢学
[75年(安政2) 12月 ~69年 5 月 厳燦務芸書記奉職]
[691手(明治2) 6 月 ~71年11月 厳原落機少!議奉務。明治5年7月依願被免]
②玉問答思 司王民({，皆ie) 1853年(霧永6)生まれ
63年(文久3)~65年(慶応 1) 高来郡島原和光院に診て漢・仏関学研究
68年(明治 1)~69年 議問県下筑後樹高良山連合践に診て漠・仏関学
間代涜J~元寺に診て漢学・仏学研究
4.小城郡 第 8 中学区第四小学区~23小学区(第39大区第 1~5 小限)
第19小学区 (第39大区第1小区)
〉??
?
?
? 〈 、
〈?????? 〉? 〉 ??
?
?
?
?
? ?
??????????? ???? ????????
?
?
? ?????? ??
? ?
?????
? ?
?
?
?
? 、
?????
??
? 、
?
? ?
????
?
??
??
? ? ???
???????
、?? ?
?????
「
?
?
?
?
?
?
?
?
?
②藍山範効 士族 * 1848年(姦永1)頃主主まれか
57年(安政4)~61年 小城藩学校で漢学く5年〉
62年(文久2)~64，停 車場王室効家豊富で漢学 <3年〉
40 生馬寛信
[66年(慶応2)~68年
69年(明治2) 7 月 ~71年 3 月
69年7月~同年1月
70年~71年
[71年(明治4) 6 月 ~f湾年 7 月
71年8月~同年10月
71年10月 ~72年
72年(明治 5) 2月~同年7月の 6カ月
[71年(明治4) 8月(ママ) ~73年(明治
6 ) 
小城藩学校察長泰織 <3年>] 
東京遊学を奉命(1年9月〉
!日出石藩ゴ族東京府下駿河台寄宿の依田景写家主義で~震学
東京芸電!扇::t族三筋肉住の酒周家塾で漢学
小城落中尉奉職く2月)J
東京遊学奉命
小城県お]律掛泰職。この関
東京に遊学，西周家重きに入り漢学く 2年〉
司法省新剤課1害事出{土 <2年>] 
③東嶋終!事 * 1848年(嘉永 1)頃生まれか
57年(安政4)~61年 小城落学校で漢学 <5年〉
[62年(文久2)~64年(元治 1) 主家に勤役く3年)]
65年(慶応1)~67年 小城藩学校で主主漢学修業く3年〉
[68年(明治 1) ~71年 小城務少尉芝辞職 <4年>]
o l1lJ条小学校 小城郡堀江村
(む 合Jlf 平太郎 1840年(天保1)生まれ
46年(弘化3) 1 丹 ~54年 弘道館で漢学く9年〉
55年(安政2) 3 月 ~56年 佐賀務土原因小太郎に漢学
57年(安政4) 1 月 ~58年 佐賀務士服部文次郎に漢学
②平原勝馬 士族 1846王手(弘化3)生まれ
64年(元治 1) 4 月 ~74年 8 月
74年(明治7) 11月 ~75年11月
③ 下村 利観 1843年(天保14)主主まれ
51年(姦永4) 2 月 ~60年 2 月
60年(万延1) 10;ヨ ~63年 8 月
63年(文久3) 9 月 ~65年(慶応 1) 9 A 
[68年(慶応4) 6月~
[71年(明治4) 8 月 ~72年 6 月
小城議事ゴゴ医綴WEE巻苅』こ従い医学研究く10年4月〉
元対州務士医邸緒方大駿に医学く12月〉
小城港学校で漢学くP年〉
主主主勢瑳助に漢学く3年〉
再び小城務学校で漢学
北征軍従箪]
元の小城語審学校』こ運辞職，溌校につき免官]
④池田轍 士族 1846年(弘化3)生まれ
58年(安政5) 3 月 ~66年(慶応 2) 12月 小城落学校で漢学く8年9月〉
。道免小学校 小城郡選免村
①右近金行 :士族 1848年(姦永1)生まれ
52年(姦永5)~64年(元治 1 ) 小城藩学校で漢学く10年〉
65年(慶応;1) ~67年 宣車場瑳効に漢学
68年(明治 1)~69年 東京の「大学寮J(昌平学校)で漢学
②木野瀬助 主:族 1852年(姦永5)生まれ
59年(安政6)(7歳) ~65年(13歳) 久保問学校外生還い出席，漢籍
明治前期佐賀潔小学校教員の学習歴(1) 41 
65年(慶応1)~68年(明治 1) 6月 13裁から久保留学校に寄宿するも，明治元年6月(ママ)同校
廃止
[682ド(明治 1)秋~69年12月
68年7月~
69年(明治 2)春 (77) ~70年 5 }ヲ
70年(明治3) 6 月 ~71年 2 月
71年(明治 4) 3月
71年4月
71年12月
久保田間兵ことを命じられる]
佐賀藩士横尾穣左衛門に漢籍
久保田郷学校御更張につき再入校，漢書
佐賀藩二t武議定保塾』こ入り漢書
(佐賀)中学校吏張につき同校寄宿
学校掛より蕃学校変則翻訳生徒を命じられる
[司校廃止される
(筆者注 事項の発生.年月日には疑問の点があるが原資料の77とした)
。永田小学校 小;峻w永関村
①大塚邦慶 士族 1816年(文化3)生まれ
38年(天保9) ~44年(弘化 1 ) 
45年(弘化2)~49年(姦永 2) 
[ 49年(嘉永 2)~66年(慶応 2 ) 
小城藩学校でI奨学(7年〉
小城務ま:留守二兵衛に漢学 <5年〉
小;城語審小物成塁審命<14>J 
②前田浦人 士族 1836年(天保7)生まれ
羽生ド(嘉永 1) ~53年
54年(安政 1) 9 月 ~58年
60年(万緩1)~62年
[63年(文久3)~ 
64年(元治 1)~66王手(慶応、 2) 
小城藩学校寄宿 <6年〉
久留米議事土津田一左衛門に入室主，要事j法鍛錬<5年〉
ノト城元自市範納言露五郎太事前霊童話め， 真認し流総打
剣法道場を建て，主主っさ安子等を集める]
イ¥域藩学校に漢学研究として25日宛再諾，その傍ら:士:族江副兵
部左衛門へ閤学研究
[68年(慶応4) 8 月 8 日 ~69年春 羽チ1'出兵]
[70年(明治3) I雲間勤務中御一新、ニ依テ古来ノ槍剣英外流名ヲ廃シ，何々教毒事ト御栄出ニ付テ，古剣
法教導被命候。以後，四大区ザj、区(牛津~永田村一帯)ニ妙テ筆子取1L罷在j
③深江重量生 平民 1851年(嘉永4)生まれ
56年(安政3)~66年(慶応、 2) 小城藩学校輿譲館で漢学，傍ら，小城簿二t山田寿道』こ従い漢学
65年(慶応1)~67年(慶応 3) 
[67年ゐ春~68年(慶応 4 ) 春
[68年秋~69年(明治 2 )春
69年~71年(明治 4 ) 
ド夏~冬
。砥JI小学校 小城郡ーと磁川村
<10年〉
小城藩土井上E童実に従い漢学<3年〉
長崎神島防御として滞在]
奥州、i出役]
小城喜善土柴田花守に長戦学く3年〉
東京鏡下守衛として出兵。 73年春~秋熊本鎮台徴兵として入
営]
弓〉内田仙八 士族 * 1854年(安政 1)頃生まれか
63年(文久2) 2 月 ~67生存(慶応 3) 1月 佐賀鷹飾小路古賀精)総主義で漢学研究
68年(慶応、4) 8 月 ~72年(明治 5) 12丹 市佐賀弘道館に寄宿し漢学研究，並びに穣間流槍術図録相伝f士
る
②江副炭太郎 オ:族 * 1860年(万延 1)頃生まれか
68年(慶応4) 2月~同年12月 石芥音量右衛門に従い漢学研究
42 
69年(明治2) 1月~河年12月
70年(明治3) 2月~同年12月
生馬箆{言
佐賀議事学校(1日弘道館)寄宿
石井龍右衛門に従い漢学研究
|臼佐賀滋学校に寄宿
IB佐袈務中学校に寄街
薮!勾節之助に従い英学研究
!日佐賀務英学校に寄宿
第20/j、学区 (第39大j区第2小lZJ 設立伺いと教員履綾警のある学校は一部
。桜悶小学校 小城郡小城町
(明治9年の綴控室警はない。参考として明治6"手の「小城又新舎j
①持永秀賞 士族 1831年(天保2)生まれ
38年(天保9)(8歳) ~47年(17歳) 小城藩学校で主主漢学研究く15年〉
48年(嘉永 1)(18歳) ~50年 (20歳) 佐賀務士草場王監助に入数し皐漢学研究く3今三〉
[51年(姦永4)(21歳) ~71年(明治 4) (40歳)
小城毒事庁弁務あるいはノト参事あるいは留守居役あるいは公言義人
等勤務く20年>] 
②馬渡扶筏 士族 1833年(天保4)生まれ
40年(天保11) (8歳) ~48年 (16歳) 小城務学校で皇漢学研究く9年〉
49年(嘉永2)(17歳) ~54年 (22歳) 小城毒事土医自取u.l国維妻子に従い医学内治研究 <6年〉
55年(安政2)(23歳)~67年 (35歳) 肥後藩士E郡市芸者朴あるいは村芥同雲あるいは江戸;疑愛郷控室部大
[67王手(慶応3)(35歳) ~71年 (39歳)
概俊斉』こ従い医学内治研究く13年〉
小波務学校教室ま勤務く5"手>J
(注 持永， f.器渡とも康史料には事項発生時の年齢が記載されており，年月はない。筆者が年を付け加えた)
。佐織小学校 小城郡佐織ヶ塁 (明治10年8月県庁へ開業願い)
野割譲村 平民 1834年(天保5)生まれ
51年(嘉永4)~53年(姦永 6) 蓮池藩士大野梁村私塾で漢学研究
[61年(文久1)~63年(文久 3) 小城藩学校教員勤務]
第21小学区 (第39大区第3小区) 設立伺いと教員綴自宣言警のある学校はごく一部
0 ヰ主回辺(下多久)小学校 小城郡下多久村 (設立伺いに教員名のみあり，履歴書雪然し)
中島清定， jf奇問祷哀
〈 明治6年，前身の「笹原村校Jの開業績いと教員履歴書がある 〉
尾形惟矩 士族 1817年(文化14)生まれ
25年(文政8)~29年(文政12) 多久東!京摩舎分校の笠原村学舎に入り漢学を学ぶ
30年(天保1)~36年(天保7) 多久東原戸事会へ入学
[37年~69年(明治 2) 多久主家家事局へ勤役 <33年>] 
[70年(明治3)~72年 多久郷学校へ望書役く3年>] 
o 7lU府小学校 小城郡別府村
(設立伺いに教員名のみある。ただし一人については，明治S年の開業時の履歴書書がある。他は綴歴書無し)
古賀書事務，牧瀬保次郎，田中信義
古賀 青争僑 士族 1846年(弘化3)生まれ (明治6年提出の履産主警による)
53年(嘉永6)~64年(元治 1 ) 
65年(慶応1)~67年(慶応 3) 
多久学校(予定原淳舎)へ入学
元多久家家来で弘道館教授の:車場王室効へ学ぶ
明治前期佐賀県小学校教員の学習摩川)
[67年~68年(明治 1 ) 
[69年~70年(明治 3)
73年
74年(明治 4) 
多久学校へ勤務]
多久郷学校へ再び勤務]
多久主審問}幸俊勤務並びに佐賀の池尻弥太夫へ算学を学ぶ
長崎広運館へ入り英学を学ぶ
。納所小学校 小城郡総所村 (設立伺いに教員名のみあり，履E宣言号無し)
馬場亨，南島誠造，
。楽原小学校 小城郡高草原ヶ盟 (設立伺いは教員名だけだが，別の『教員命免録jに綴鷹番有)
域差53落樹，迅瀬並之進
城島嘉樹 平民 1837年(天保8)生まれ
50年(嘉永 3) 1 月 ~51年 1 月 小城語審学校寄宿し漢学
51年(嘉永4) 2 月 ~52年12月 蓬泡落士大野五郎左衛門の家塾で漢学
[53年(嘉永6) 1 月 ~69年 2 月 小城務主鍋島氏の近習及び町方会所等の諸役勤]
[70年(明治 3) 10月 ~74年 2 月 小城藩学校の教職を勤める]
。久須小学校 小城郡池ヒヶ監 (設な伺いに教員名のみあり，履際審無し)
梅谷輿造
。精気小学校 小城郡精気村 (設立伺いは教員名だけだが，別の f教員命免録jに履歴審有)
西原貞純，宮地事長喬
E雪原点純 二1:族 1854年(安政 1)生まれ
[64年(元治 1) ~66年(慶応 2 ) 小城務主銭鳥欽八郎近澄役を勤めるく3年>] 
(慶応 1) ~67年(慶応 3) 7月 小城藩学校に診て漢学
(明治6) 6 月 ~74年 3 月 長崎広遼館tこ診て洋学・ i洋算を稽古
第22小学区 (第39大l'6:第4小区)
(明治9年ーの履隆警はない。参考として明治8年の各小学校設立伺いに添付の緩歴書をあげる)
C 予定原務会小学(のち多久小学校) 小城郡多久村
須藤忠模 士族 1831年(天保2)生まれ
幼年(天保11) ~50年(嘉永 3 ) 多久学校(東原!卒舎)へ入り漢学を学ぶ<11年〉
[51年(姦永 4)~53年(嘉永 6 ) 多久学校へ勤役く2年>J 
54年(安政1) ~55年(安政 2 ) 元多久家家来で弘道館教諭の宣車場後助へ遊学く2
[55年(安政2) ~57年(安政 4 ) 多久学校へ再び勤役 <3年>J
58年(安政5) ~5百年(安政 6 ) 肥後の木下犀湾へ遊学く2年〉
[59年(安政6)~68年(明治 1 ) 多久学校へ三度勤役く10年>] 
[64年(元治 1)11月，長州戦争出張， 68年(明治 1) 5 月 ~12月奥j村会津戦争出張]
[69年(明治 2) ~70年 多久主家家務局へ勤役く2年>J 
[70年(明治3) ~72年(明治 5 ) 多久郷学校へ四度めの勤役<2年>J 
。峡村学舎(のち長尾小学校) 小城郡長尾村
徳永 幸雪 士族 1828年(文政11)生まれ
37年(天保8)~45年(弘化 2 ) 多久学校(東原si'i舎)に診て漢学研究<8年〉
45年(弘化2)~羽生手(嘉永 1 ) 佐賀の草場孫川に漢学 <3年〉
[48年~55年(安政 2) ， 56年~61年(文久 1 ) 多久学校に勤役〈都合12年>J
43 
44 主 ~ 寛 信
5年{安政2)~56年(安政 3) 
[63年(文久3)~ω年
[69年(明治2)10月~河年12月
[69年12月 ~70年(明治 3) 1月
[70年2月~同年7月
[70年 7 月 ~71年(明治 4) 9月
江戸の藤森弘賂，大坂の後藤松陰へ遊学く1年余〉
多久家農政及び糾弾，家事等の諸役を勤務〈都合7年>J
佐賀藩多久箪図録撃を勤める]
多久宝至極小幹事，多久郷学校小幹事を兼勤]
多久郷学校小幹事を勤める]
佐賀務庁機少綴ヲ少属，佐賀県1'権大属を勤務]
。 多久}京村小学校(のち多久原小学校) 小城郡多久原村
鳥越関撲 士族 1845年(弘化2)生まれ
52年(姦永5)~62年 多久学校(東原戸存会)に入り漢学を学ぶ <11年〉
62年(文久2)~64年(元治 1 ) 佐賀の車場者草川塾へ入るく3年〉
[66年(慶応2)~68年(明治 1 ) 多久学校へ勤役く2年>J
[69年(明治2) 4 月 ~I司王手 12fj
[70年(明治3) 1 月 ~71年 8 月 多久学校へ湾勤役]
[72均二(明治 5) 7月~同年9月 多久学校へ三重主役]
。小侍小学校 小城郡小{寺村
鶴田 虫耳 :1:族 1848年(嘉永1)主主まれ
55年(安政2)~62年(文久 2) 多久学校に入り漢学を学ぶ <8年〉
[62年~68年(慶応 4) 多久家主人多久氏の侍読を勤める傍
69年(明治2)<1年〉
70年(明治3)<1年〉
71年(明治 4)<I年〉
。板箆小学校 小城郡絞震村
塾へ入るく7年>J 
佐賀弘道館 (1学校J)に軍事街
佐賀の久米丈一郎(邦武)惑に入る傍ら，
長鯖の広遼館に寄宿し英学を学ぶ
金持元高E 士族 1842年(天保13)生まれ
4) ~65年(慶応 1 ) 多久学校へ入り漢学を学ぶ<15年〉
第23/J¥学区 (第39大区第5小区)
F削 I/J、学校 小城郡市川村
主義俄 1843年(天保14)生まれ
(姦永4) 8 月 ~62年 2 月 小城藩学校に入り漢学く1王手5月〉
(文久3) 1 月 ~64:年(元治 1) 8月 小城毒事土橋本義右衛門に皇漢学くl年8月〉
古湯小学校 小城郡古湯村
実孝 1850年(姦永3)生まれ
(慶応2) 4 月 ~71年(明治 4) 12月 佐賀藩学校(弘道館)就学 <5年〉
小城郡大野村
健官邸 士族 1838年(天保9)生まれ
(安政 2) ~56年 佐賀落士枝吉杢助(神揚)に皇漢学
(きを政4) ~65年(慶応 3) 小城務学校で議漢学
(明治2) 9 fj~71年12月 小城藩学校学校掛勤務]
明治前期佐賀県小学校教員の学習歴(1)
。無津呂小学校 小城郡無津g村
犬燦 資 1842年(天保13)生まれ
55年(安政2) 1 月 ~57年 4 月 小城藩学校で漢学く2年6月〉
57年(安政4) 7 月 ~61年 3 月 佐賀藩士大関美子兵衛家至急で漢学く3年9月〉
61年(文久2) 4 月 ~64年(完治 1 )車場瑳助(瀕}l1)家塾で漢学く3年8月〉
。 古場小学校
j七蜂猛綴
小城郡古場村
平氏(僧侶) * 1847年(弘イヒ4)頃生まれか
57年(安政4) 4 月 ~61年 1 月
61年(万延2) 2 月 ~65年 3 月
65王手(慶応 1) 4 月 ~67年(慶応 3) 12月
75年(明治8) 7月~
REl前溜松浦郡校三雲寺に於て{ム学儒学研究
肥後間熊本若手勝王子に診て仏学係学研究
佐賀毒事土谷口秋之助家重量で漢学
佐賀県土族奥村健吉郎に隠し〉小学科研究
45 
